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日本で最初に女性のための高等教育機関として開設され、国立の女子大学として独自のアイデンティティを守り続けて
きたお茶の水女子大学。戦前は日本の初等中等教育界のリーダーを、戦後は社会全体のリーダーとなるべき女性の輩
出を目指してきました。正門を入ると、正面の金木犀の大樹の背後に、国の登録有形文化財として指定された本館が、
80年近い歳月を刻んで佇んでいます。その中央に位置するのが大学のシンボルともいうべき徽音堂。徽は徽章の徽で、
しるしを表し、徽音は中国古代の詩歌を集めた『詩経』が出典で、美しい音、よい言葉の意。転じて立派な教えやそれに
よって育まれる美徳を意味するとも言われています。約2000名の学部学生と1000名の大学院生が一堂に集う都心の
キャンパスには、長い歴史を受け継ぐ豊かで多様な学びが息づくとともに、数々の先進的な取組が行われています。
お茶の水女子大学の今を、学長の羽入佐和子先生にお話してもらいました。

基
本
計
画
で
は
、
女
性
の
社
会

的
活
躍
の
促
進
が
国
の
課
題
で

あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

わ
が
国
は
平
均
寿
命
や
教
育
水

準
、
国
民
所
得
な
ど
か
ら
換

算
し
た
人
間
開
発
指
数
で
は
、

1
8
7
ヶ
国
中
12
位
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
男
女
格
差

指
数
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
）
で
は
、
1
3
5
ヶ
国
中
98

位
と
き
わ
め
て
低
い
順
位
だ
か

ら
で
す
。
ま
た
、
企
業
で
管
理
的

な
職
に
つ
い
て
い
る
女
性
の
割

合
も
10
％
程
度
と
い
う
デ
ー
タ

も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
際
的

に
み
て
、
教
育
水
準
や
一
人
当
た

り
の
所
得
な
ど
の
条
件
は
あ
る

程
度
整
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
女
性
が
活
躍
で
き
て
い
な

い
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
女
性
の

社
会
的
活
躍
が
求
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
女
性
の
大
学
進
学

率
が
短
大
も
含
め
る
と
50
％
を

超
え
て
い
る
現
在
、
教
育
投
資
が

有
効
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
意
味
で
経
済
的
損
失
と
も

い
え
ま
す
。

女
性
が
活
躍
す
る
可
能
性
は

ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
を
開
拓
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
社
会
に
新
た
な
視
点
を
加
え

る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
の
た
め
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き

る
女
性
の
育
成
は
国
に
と
っ
て

急
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育

知
性
、心
遣
い
、

し
な
や
か
な
強
さ

主
体
的
な
学
び
の
場

女
子
高
、
女
子
大
で
は
、
女
性

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
、
共
学
に
比
べ

て
主
体
性
を
発
揮
し
や
す
い
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
学
で
も

主
体
的
な
学
び
の
成
果
の
一
端

を
卒
業
生
の
進
路
調
査
か
ら
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本

の
女
性
の
就
業
率
が
５
割
程
度

な
の
に
対
し
、
本
学
卒
業
生
は
フ

ル
タ
イ
ム
で
長
期
間
働
く
人
の

割
合
が
高
く
、
60
歳
前
後
で
も
、

お茶の水女子大学  学長

羽入 佐和子先生 

アンケートにお答えいただいた希望者の中から抽
選で、お茶大グッズ（トートバッグとポーチのセット）
を５名の方にプレゼントします。上のバーコードを読
み取り、お申し込みください。大学ジャーナルHPか
らもお申し込みいただけます。

1948年生まれ。専門は哲学、倫理学。お茶の水女子大
学卒業後、同大学院修士課程修了。1982年学術博士
取得。1984年お茶の水女子大学講師、1990年助教授

（大学院担当）、1996年教授。その後、副学長・附属図
書館長（2005年）を経て、2009年4月から現職。国家公
務員倫理審査会委員、男女共同参画推進連携会議議
員、文部科学省科学技術・学術審議会専門委員、日本
学術会議連携会員。著書『哲学へ －ヤスパースとともに
－』など。神奈川県立横浜平沼高等学校卒。

新
し
い
豊
か
さ
の
た
め
に

C o n t e n t s                              

FREE

読者
アンケート
プレゼント

トップが語る、「大学」と高校生へのメッセージ

約
5
割
の
人
が
継
続
し
て
就
業

し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
学
で
は
、

毎
年
数
十
名
が
博
士
の
学
位
を

取
得
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
卒

業
生
が
主
体
的
に
自
ら
を
練
磨

し
、
高
度
な
専
門
性
を
身
に
つ
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
的
に

活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
と
て
も

誇
り
に
思
い
ま
す
。

本
学
に
は
学
生
の
主
体
性
を

育
て
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ

と
が
こ
う
し
た
実
績
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

一
つ
に
は
創
設
時
か
ら
の
伝

統
で
、
好
奇
心
が
強
く
進
取
の
気

性
に
溢
れ
た
女
性
が
数
多
く
学

び
巣
立
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
伝

統
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
こ

の
実
績
は
今
で
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
て
、
元
々
主
体
的
に
学
び

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と

い
う
意
欲
の
あ
る
学
生
が
多
く

入
学
し
て
く
る
と
い
う
相
乗
効

果
も
生
ん
で
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
他
の
多
く
の
国

立
大
学
に
比
べ
て
規
模
が
小
さ

く
、
学
生
と
教
員
と
の
距
離
が
近

い
こ
と
、
し
か
も
研
究
と
教
育
を

一
体
の
も
の
と
考
え
る
学
風
が

あ
る
こ
と
で
す
。
優
れ
た
研
究
能

力
の
あ
る
教
員
が
教
育
に
当
た

り
、
学
生
と
一
緒
に
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う

教
員
が
多
く
い
ま
す
。
そ
し
て
授

業
で
は
、
学
生
が
主
体
的
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
知
的
な
訓
練
が
日

常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

創
立
以
来
の
こ
の
よ
う
な
伝

統
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
教
育
と
し
て
展
開
さ
せ

る
た
め
に
、
2
0
0
8
年
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
そ
の
中
で

「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
※
1
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
力
と
し

て
の
《
知
性
》、
他
者
を
尊
重
し

理
解
す
る
《
心
遣
い
》、
そ
し
て

折
れ
な
い
心
を
育
む
《
し
な
や
か

な
強
さ
》
で
す
。
専
門
的
な
知
識

を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
は

勿
論
、
他
者
に
対
す
る
寛
容
さ
を

備
え
、
同
時
に
自
分
を
信
じ
る
強

い
心
を
鍛
え
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

知
性
を
身
に
つ
け
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
基

礎
は
学
部
で
の
教
育
に
あ
り
ま

す
が
、
学
部
の
教
育
改
革
を
昨
年

度
ま
で
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
従
来
の
教
養
教
育
を
超
え

た
『
21
世
紀
型
文
理
融
合
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
』
と
、
そ
れ
に
続
く

専
門
教
育
で
の
『
複
数
プ
ロ
グ

ラ
ム
選
択
履
修
制
度
』
で
す
（
コ

ラ
ム
）。
も
と
も
と
本
学
で
は
、

「やればできる」をやろう！

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

新
し
い
豊
か
さ
の

た
め
に

大
学
の
使
命

現
在
の
日
本
は
、
経
済
的
な
指

標
か
ら
見
た
国
際
競
争
力
だ
け

で
な
く
、
社
会
の
活
力
と
い
う
面

か
ら
も
、
新
し
い
何
か
を
創
造

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に

さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
物

質
的
、
経
済
的
な
豊
か
さ
か
ら
、

人
と
人
と
が
信
頼
し
支
え
合
う

こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
心
の

豊
か
さ
へ
と
い
っ
た
よ
う
な
価

値
観
へ
の
転
換
を
も
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
大
学
の

03

05

06

02

08

考えることを諦めず、
しなやかな強さを育もう

面倒見のよい大学はこうして生まれた
聖学院大学学長　阿久戸光晴先生

進 路 のヒント

先生になろう！ その2

知の仕組みから見えてくる
効果的な授業	
東京大学大学院教育学研究科
三宅なほみ先生

学びの現場にもっと使えるツールを
静岡大学大学院教育学研究科
益川弘如先生

ＩＣＴ教育にも強くなろう！
名古屋学院大学外国語学部　柳善和先生

地域の先生になろう！
桃山学院大学社会学部社会福祉学科
石田易司先生

ススメ理系
世界初　
量子テレポーテーションを実現 第2回
学ぼう！物理 第2回

デキル！学部　日本初！総合数理学部が誕生
明治大学 総合数理学部

お坊先生のテツガク入門
Ｄｏｃｔｏｒ Aの雑記帳
お宝発見！
サマー・サイエンスキャンプ2012
青い目の熱血授業 最終回

経済学のススメ 第2回　
空間経済学

（独）経済産業研究所　藤田昌久先生
書評

開発経済学を学ぶ
法政大学経済学部国際経済学科
絵所秀紀先生

違いを超えた相互理解を
佛教大学社会学部現代社会学科
近藤敏夫先生

企画力を磨こう！
京都文教大学総合社会学部　依田博先生

宇宙天気
どうして数学を学ぶの？

10

13

12

社
会
的
な
使
命
は
、
新
し
い
豊
か

さ
を
先
導
で
き
る
人
材
の
養
成

に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
お

茶
の
水
女
子
大
学
は
国
立
の
女

子
大
学
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
で
き
る
女
性
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ

と
は
、
社
会
に
多
元
的
な
考
え
方

や
多
様
な
価
値
観
を
付
加
し
て

現
在
の
閉
塞
感
を
打
破
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
豊
か
さ

を
生
む
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

す
。一

昨
年
の
暮
れ
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
第
三
次
男
女
共
同
参
画

14

15

16

11



21世紀型文理融合リベラルアーツ

複数プログラム選択履修制度
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教
員
が
同
じ
一
つ
の
大
学
院
研

究
科
に
所
属
し
て
い
る
た
め
に

教
員
同
士
の
交
流
も
盛
ん
で
、
学

部
間
の
垣
根
も
低
く
、
そ
れ
を
制

度
と
し
て
整
え
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
学
部
、
学
科
の
枠
を

超
え
た
専
門
的
で
総
合
的
な
学

び
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
教
育
環
境
の
中
で
、
学
生

は
知
性
を
身
に
つ
け
、
そ
の
こ
と

が
、
広
く
可
能
性
を
探
り
、
考
え

る
力
の
源
に
な
り
ま
す
。
大
学

は
、
知
性
を
備
え
た
者
が
徹
底
し

て
考
え
る
こ
と
を
試
み
、
訓
練
す

る
場
で
す
。

こ
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
の
他
に
、
学
生
が
自
ら
の

キ
ャ
リ
ア
を
描
き
そ
れ
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
教
育
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
※
1
も
充
実
さ
せ
て
い
ま

す
。

共
に
在
る
こ
と

お
茶
の
水
女
子
大
学
で
は
、
他

者
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
他
者
へ

の
心
遣
い
が
で
き
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
優
れ
た
知
識

は
、
他
者
と
の
協
働
を
通
し
て
こ

そ
有
効
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
社
会
生
活
は
他
者
と
の
共

存
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
し
、

他
者
と
共
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
ら
も
新
た
な
力
に
気
付
き

そ
れ
を
発
揮
す
る
き
っ
か
け
も

得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

他
者
の
立
場
や
考
え
方
を
想
像

す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
に
は
こ
う
し

た
他
者
と
の
か
か
わ
り
方
を
学

ぶ
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
そ

こ
で
、《
共
に
あ
る
こ
と
》
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
２
０
０
７
年
に
、
大
学

附
属
図
書
館
の
中
に
、
教
職
員

や
学
生
同
士
が
一
つ
の
空
間
を

共
有
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
、
つ
ま

り
《
共
に
学
び
、
共
に
成
長
す

る
こ
と
》
を
謳
っ
た
“Learning 

Commons

”
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
２
０
１
１
年
に
は
、
先
進
的

な
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
っ
た
学
生

寮
お
茶
大
S
C
C
（Students 

Community Commons

）
を
新

設
し
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
な
が
ら

も
、
リ
ビ
ン
グ
を
共
有
し
て
、
家

族
の
よ
う
に
過
ご
せ
る
こ
と
を

意
図
し
た
寮
で
す
。
こ
こ
で
は
、

《
共
に
住
ま
い
、
共
に
学
び
、
共

に
成
長
す
る
こ
と
》
を
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

第
三
のCommons

は
、
ま
だ

計
画
段
階
で
、
そ
の
第
一
歩
と
な

る
「
お
茶
大
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ザ
」
が
正
門
の
入
口
脇

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
地
域

の
人
々
と
の
交
流
を
目
的
と
し

た
施
設
で
す
。

　「課題に志向した文理融合の学び」を可能とする新し
い教養教育の試み。現代世界を読み解くカギとなる５つ
のテーマ――「生命と環境」、「色・音・香」、「生活世界の
安全保障」、「ことばと世界」、「ジェンダー」に沿って自然、人
文、社会の３つの角度から多面的に学べる。
　授業の形態も、単に講義だけでなく、討論や発表を組
み込んだ演習や、実験・実習など様 で々、問題発見能力も
身につけられる。とくに演習・実験・実習を通じては、読み・書
きに加え、プレゼンテーションや議論する力の養成が意図
されている。個性を生かすためのオーダーメードの教養教
育で、自分にとってどのアプローチが一番しっくりするかもわ
かり、専門課程での『複数プログラム選択履修制度』へ
の助走ともなる。

なぜ大学入試センター試験を利用しないのか

前回、本学が大学入試センター試験（以下セ
ンター試験）を利用しないのは、一人ひとり豊か
な可能性を持っている若者に、早い段階から《レッ
テルを貼る》ことへの異議申し立てであり、それに
は、人材活用という面からも社会全体の大きな損
失になるという観点も含まれているとお話しました。

センター試験に対しては、すでに、たった一度
の試験の点数で、自らの適性や可能性、あるい
は希望に目をつぶり進むべき大学を決めていいのか
とか、自己採点に基づく出願の調整自体が、成
績による輪切り、大学の序列化を促し、本来の大
学、学部・学科選びを阻害しているなどの批判が
寄せられています。さらに言えば、センター試験は、
例年平均点が60点となるよう作られており、必ず
しも絶対的な学力を評価するものではありません。
現在のような使われ方をしている限り、その得点は
偏差値と区別がつきにくいのです。

その偏差値は本来、相対評価を示す値である
にもかかわらず、長年使われている間にあたかも絶
対評価であるかのごとき解釈をされるようになり、今
ではかつての身分制度に替わる新たな序列、人
間観を生んでいます。レッテルを貼られた側が、自
分だけでなく、他者をも低く評価することで、お互
いにモチベーションを低下させるという弊害も生ん
でいます。また相対評価の中では、構成員は自分
で努力することよりも、他のメンバーの怠慢、つま
り集団全体のモラルとレベルの低下を、密かに、
あるいは公然と望むようになりやすいのです。

選択肢問題、広い意味での○×試験という形
式自体にも問題があります。まず、この手の出題
形式は、一般的に言われるように、テクニックの
入り込む余地もあり、学力の測り方としては決して
十分なものではありません。まして受験生一人ひと
りの力をできるだけ丁寧に見ていきたいとする本学
のポリシーには、たとえ問題自体が良問であっても
とうてい合致するものではありません。

こうした出題形式には、子どもたちに知らず知ら
ずのうちに正解は必ずあるという考え方を植え付け
やすいという弊害もあります。昨今、最初から正解
を求めようとする学生気質や、社会全体に広がる
マニュアル至上主義が問題とされていますが、こう
した出題がそれと無関係であるとは必ずしも言い切

れないと思います。さらに問いの内容や設問の仕
方によっては、出題する側が予め決めた価値観に、
受験生が従うか従わないかを見る、ある種の踏み
絵にもなりますし、不正解であることが、単なる知
識の不足や偏りによるものに過ぎないという評価を
超えて、人間性の否定にまでつながりかねません。
そこまでいかなくても、人生の節目、節目で出会う
この種のテストが、間違うことを極度に恐れ、知ら
ないことを「知らない」と言えない子どもを増やし
ているのは間違いないと思います。

センター試験を利用しないもう一つの理由は、全
く宗教上のもので、キリスト教学校である本学は、
教職員の日曜礼拝を守りたいという権利尊重の立
場から、現在の日曜日にかけて行われる日程では、
それが守れないと判断しているからです。

一人ひとりの成長可能性を見たい

このような観点から本学は、かなり早い段階から
AO入試を入学者の選考の基軸としてきました。そ
のポリシー（アドミッションポリシー）は、大学、学
部の教育・研究のポリシー、カリキュラムを作る上
でのポリシーと同様、その時々の社会情勢を踏ま
えた本学の人材養成の理念を反映しています。

現在の日本の、国際競争力の低下、大卒に厳
しい就職状況は、「早く大人に」の高度経済成
長時代の若者像の終焉を物語っています。経済
成長がきわめて緩やかになり、これまでのような雇
用吸収力が期待できなくなった今は、《大卒という
新たな高卒の時代》の幕開けともいえます。ここ
では競争よりも分かち合いが、専門に特化した促
成栽培よりも、前回お話したように大器晩成型社
会を念頭に入れた心の豊かさを第一とする人材養
成が求められます。

このような視点に立って大学の入学者選抜を考
えれば、それは自ずから18歳段階における学力の
完成度を見るものではなく、その可能性を見るもの
ということになります。先日、講演をお願いした聖
路加国際病院理事長の日野原重明先生は、４年
間の教養教育の後に、４年間かけて専門教育を
行うような医学教育をこの10年間でぜひ実現した
いとおっしゃっていました。考える力と創造力を持ち、
人間関係作りを苦手としない若者を、26歳を目標
に育てたいと。

もちろんそのためには、社会がさらに成熟してい

くことや、高等学校とのより密な連携が不可欠で
す。また企業も、現在のような完成品だけを求め
る採用姿勢を改め、自ら育てる視点も取り戻してほ
しいと思います。

本学ではAO入試を、推薦入試も含めて「受験
生一人ひとりの成長の可能性を発見していく選抜」
と定義しています。そのため一芸一能入試的な要
素は一切入れていません。すでに《得意なこと》
や、高校までの《実績》を見るのではなく、《特
徴がない特徴》を見る。バランスが取れていて、
今後伸びそうな子を発見する入試です。これはちょ
うど、本学の学生をこれまで積極的に受け入れて
来てくれた企業からの、《わかりやすい専門学校的
な力ではなく、いないと妙に寂しいような存在感が
ある》、という本学出身者に対する評価にも呼応し
ています。高校時代のその他のデータもあくまでも
参考にすぎません。もし他の大学がデータ至上主
義に走るなら、いっそのことデータなしででも育てて
みたいと思っているほどです。

「入って変わる」大学になるために

ある程度できあがっている学生ばかり教える学校
よりも、レッテルを貼られ宝を隠している学生を教え
る学校の方が面白い。このように教職員が一丸と
なって思えるようになった時、面倒見の良い大学
は生まれます。

アメリカのリベラルアーツカレッジには、入学まで
にシェークスピアを読んだことのない学生、あるい
は南北戦争どころか大統領の名前さえ全く覚えて
いないような学生も多く入学すると聞きます。しかし
教職員は、そうした学生を面倒がらずに指導します。
しかも教職員の何人かはキャンパスの中に住み込
みで、学生とファーストネームで呼び合いながら大
学生活を共にします。そこでは「これをやりなさい」

「やらねばならぬ」ではなく、考える喜びが自然に
湧き上がるような指導がなされています。生きる喜
びを感じながら学ぶから、教養が血や肉となり、人
間性を開花させ、それが専門課程での爆発的な
成長につながるのだと思います。考えること自体が
楽しければ、時間を忘れることもしばしばです。

最近、大学における学習時間について、国とし
ての目安が示されましたが、私はむしろ本末転倒で
はないか感じています。本学では、「しっかり勉強
しないと就職できない」とか、「努力しないと落ち

こぼれになる」などの助言が禁じられていますが、
このように目安を定めることは、それと全く同じこと
だからです。大事なことは時間の長さではなく、そ
の質であり、それは受け止め方一つにかかってくる
のです。日本はいつまで、お互いにプレッシャーを
かけ、つまらない思いをさせ続けるのか、私には理
解できません。

自主性、自発性を持って学ぶのでなければ、生
きる力、真の学力は身につきません。就職におい
ても同様です。本当の意味での知恵と、人間関
係力、そして自己向上力のある学生を育てたいと
考えたとき、やはり少しでもその可能性を持った生
徒を見出すこと、いわば宝探しは不可欠です。本
学流のＡＯ入試こそ、それを可能にする入試なの
です。

もちろん本学では、従来型の学力試験である一
般入試も、国の方針によって残しています。ここ
では極力、難問、奇問をなくし、基礎的な学力が
あれば点数が取れる「良問化」を心掛けています。
また毎年、外部の専門機関に、出題範囲、難
易度設定などの観点から、厳しいチェックをお願い
し、その結果を学内にフィードバックし、翌年の作
問に反映させています。

一方で、点数化できない個性や人間性、そして
何よりも可能性を見て、本学に合う生徒に入学し
てもらうためには、どんな評価基準が必要なのか、
新しい入試制度と併せて考え続けていることも一
言付け加えておきます。《入って伸びる大学》とな
るためには、入試からも切り込んでいかなければな
らないからです（続く）。

《面倒見の良いこと》、《4年間でそれまで眠っていたパワーを引き出すこと》、
これらは多くの大学が今後目指さなければならない一つの方向性であることは間違いありません。
そのためには入学者の選抜もこれまでとは違った意味で重要になってきます。
第2回目は聖学院大学の入試についての考え方を伺いました。
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学校法人聖学院　
理事長・院長
聖学院大学　学長・教授　

阿久戸　光晴 先生
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宝探し

第
2
回

P r o f i l e
1951年生まれ。73年一橋大学社会学部卒業。75年同大学法学部
卒業後、住友化学工業㈱入社。85年学校法人聖学院（本部）入
職。90年東京神学大学大学院博士課程前期修了（神学修士）。
2002年聖学院大学政治経済学部教授に就任。03年より学長。

　１、２年次での『21世紀型文理融合リベラルアーツ』を
土台にした、≪主体的に自らの学習プロセスを構築できる
新しい専門教育課程≫。一つの学問を深めるだけでなく、
必修の「第一のプログラム」と選択必修の「第２のプログ
ラム」、それに選択の「第３のプログラム」を主体的に選び
組み合わせることで、「様 な々領域を係らせて学んだり、学
際的な領域に踏み込んで学んだりできる」。所属学科が
提供する必修科目をまとめた「主プログラム」が第１のプロ
グラム（従来の枠組みでは専攻に当たる）で、それを第２の
プログラムでは強化できる（「強化プログラム」）。第２のプ
ログラムは、主プログラムと異なる専門の「副プログラム」
や、「学際プログラム」を選択することができる。学科や学
部の壁をこえた学びも可能になる。
　主プログラムは１年次終了時点で、それ以外は２年次
終了時以降に選択。ただし理学部と生活科学部の理
系については入学時に主プログラムを申請する。またこ
の制度をサポートするために総合学修支援センターも設
けられている。
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進路の
ヒント

前
号
に
引
き
続
き
、﹁
先
生
に
な
ろ
う
！
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集
し
ま
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の
答
え
を
作
り
ま
す
。

　

こ
の
3
つ
の
実
験
結
果

だ
け
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
グ

ル
ー
プ
が
正
解
を
導
き
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
面
白

ち
で
し
た
。
し
か
し
、
見
て

き
た
よ
う
に
、
黙
っ
て
座
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
一
方

的
に
う
ま
い
説
明
を
与
え
る

だ
け
で
は
、〝
ふ
り
〟
の
世
界

で
う
ま
く
立
ち
回
る
能
力
を

育
て
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ

な
い
の
で
す
。

　

一
生
の
資
産
に
で
き
る
よ

う
な
本
当
の
意
味
で
の
学
び

と
は
、
学
習
者
自
身
が
納
得

し
、
本
人
の
手
で
作
り
上
げ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
説
明
さ
れ
て「
わ
か
っ

た
」
だ
け
の
こ
と
は
、
言
葉

に
し
て
誰
か
に
伝
え
よ
う
と

す
る
と
、
途
端
に
わ
か
ら
な

く
な
っ
た
り
、
う
ま
く
相
手

に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
知
識
を

よ
り
深
い
レ
ベ
ル
で
「
わ
か

る
」
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を

見
直
し
て
説
明
し
直
す
、
他

者
が
話
し
て
い
る
の
を
聞
い

て
参
考
に
す
る
、
と
い
っ
た

「
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
」
の

繰
り
返
し
が
、
効
果
が
高
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

他
者
と
協
力
し
な
が
ら
理

解
を
深
め
る
。
こ
の
よ
う
な

学
習
方
法
を
協
調
学
習
と
呼

び
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
自
ら

答
え
に
た
ど
り
つ
く
授
業

　

協
調
学
習
を
授
業
で
実

践
す
る
た
め
に
使
っ
て
い

児
で
も
50
％
、
6
歳
児
な
ら

80
％
以
上
が
正
し
く
答
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
経

験
や
生
活
と
は
切
り
離
し
た

も
の
と
し
て
、
学
校
と
い
う

特
殊
な
場
で
だ
け
通
用
す
る

〝
ふ
り
〟
の
世
界
の
知
識
を

せ
っ
せ
と
学
ん
で
い
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
す
。

う
ま
い
説
明
が

よ
い
授
業
な
の
か

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と

「
よ
い
授
業
」
と
は
ど
ん
な
授

業
な
の
か
、
再
考
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
従
来
は
、
話

の
上
手
な
教
師
が
、
う
ま
い

説
明
を
す
る
こ
と
が
「
よ
い

授
業
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
が

東京大学大学院
教育学研究科　教授

三宅　なほみ 先生

教
室
か
ら

持
ち
出
せ
な
い
知
識

　

学
ん
で
得
た
知
に
は
ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
ち
運
べ
る

＝
必
要
な
と
き
に
応
用
が
で

き
る
こ
と
）、
デ
ペ
ン
ダ
ビ
リ

テ
ィ
（
積
み
上
げ
て
発
展
さ

せ
る
こ
と
）、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
（
持
続
可
能
＝
身
に
つ

い
て
い
る
こ
と
）
が
な
け
れ

ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
教
室
で
は
、
こ
れ

ら
か
ら
か
け
離
れ
た
不
思
議

な
学
び
が
起
き
て
い
る
の
で

は
、
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ハ
リ
ス
と
い
う
心
理
学
者

が
行
っ
た
実
験
で
は
、
4
歳

の
未
就
学
児
と
6
歳
の
就
学

P r o f i l e
東京大学・大学発教育支援コン
ソーシアム推進機構（CoREF）

副機構長。お茶の水女子大学文教育学部卒業。東京大学
大学院教育学専攻教育心理学専門課程修士課程修了、カリ
フォルニア大学サンディエゴ校心理学科大学院博士課程修
了(Ph.D.)。青山学院女子短期大学助教授、中京大学情報理
工学部教授を経て現職。主な著作は『インターネットの子どもた
ち』（岩波書店）、『４３人が語る「心理学と社会」－２１世紀の
扉をひらく１ 知覚・認知・感情』（ブレーン出版・共著）、『変わるメ
ディアと教育のありかた』（ミネルヴァ書房・共著）など。

学校では成績優秀だったのに、社会に出てからは
評価が低い――「ああ、よくある話だ」と思ったで
しょうか？　もっと過激に「そんなの当たり前じゃな
いか」と考える人もいるかもしれません。
私たちが一生懸命学んだ知識は、所詮試験という
目先の目標にしか役立たないものなのでしょうか。
いいえ、決してそうではありません。教育の仕組み
をうまく設計していなかっただけで、私たちは本来
もっと有意義に学ぶことができたはずなのです。
認知科学の知見から学校教育を改善しようと取組
んでいる東京大学大学院教育学研究科教授の三宅
なほみ先生にお話しいただきました。

る
「
知
識
構
成
型
ジ
ク
ソ
ー

法
」
を
説
明
し
ま
す
。

　

学
ぶ
対
象
を
い
く
つ
か

の
部
品
に
分
け
て
、
部
品
数

と
同
じ
人
数
の
グ
ル
ー
プ

を
作
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
は

各
部
品
担
当
に
分
か
れ
て

部
品
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。

そ
し
て
得
た
知
識
を
持
ち

帰
っ
て
、
統
合
し
て
答
え
を

導
く
、
と
い
う
方
法
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
の
学
習
者

も
担
当
し
た
部
品
に
関
し

て
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す

が
、
一
人
で
は
答
え
に
た
ど

り
つ
け
ず
、
グ
ル
ー
プ
で
の

対
話
が
不
可
欠
だ
と
い
う

こ
と
と
、
学
習
者
た
ち
が
自

ら
答
え
を
導
き
出
す
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

具
体
例
を
挙
げ
ま
し
ょ

う
。
缶
に
入
れ
た
水
を
沸
騰

さ
せ
て
水
蒸
気
と
し
て
出

し
、
フ
タ
を
し
て
缶
ご
と
冷

や
す
と
ど
う
な
る
か
、
と

い
う
実
験
の
結
果
を
ジ
ク

ソ
ー
法
で
考
え
る
授
業
で

す
。

　

ま
ず
「
大
気
に
は
圧
力
が

あ
る
」「
真
空
は
空
気
が
な
い
」

「
熱
を
加
え
る
と
体
積
は
膨
ら

む
」
と
い
う
部
品
に
分
け
て

実
験
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後

グ
ル
ー
プ
に
知
識
を
持
ち
帰

い
こ
と
に
、
理
科
の
得
意
な

子
ど
も
が
い
な
い
グ
ル
ー

プ
や
話
し
下
手
な
子
ど
も

ば
か
り
の
グ
ル
ー
プ
で
も

成
果
が
出
て
い
る
の
で
す
。

　

自
分
た
ち
で
「
わ
か
る
」

と
こ
ろ
ま
で
行
く
こ
と
が

で
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自

分
な
り
の
「
問
い
」
を
発
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
次

に
学
び
た
い
こ
と
を
自
発

的
に
作
り
だ
す
意
欲
と
な

り
、
や
が
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
超
え
た
学
び
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

1
3
0
年
の
日
本
の

教
育
を
ひ
っ
く
り
返
そ
う

　

私
た
ち
C
o
R
E
F
は

今
、
昨
年
度
ま
で
の
実
績
を

引
き
継
い
で
2
県
、
17
市
町

の
教
育
委
員
会
、
４
単
独
校

日
本
の
教
育
を
変
え
る
知
識
構
成
型
ジ
ク
ソ
ー
法

し
た
て
の
児
童
を
相
手
に
、

次
の
よ
う
な
質
問
を
し
ま
し

た
。

「
お
魚
は
み
ん
な
木
の
上
に
住

ん
で
い
ま
す
。

ト
ッ
ト
は
お
魚
で
す
。

ト
ッ
ト
は
ど
こ
に
住
ん
で
い

る
で
し
ょ
う
？
」

　

こ
の
質
問
を
「
身
の
回
り

で
起
き
そ
う
な
こ
と
」
と
し

て
聞
く
と
、
4
歳
児
は
ほ
と

ん
ど
正
解
で
き
ま
せ
ん
が
、

6
歳
児
だ
と
半
数
が
正
解
し

ま
す
。と
こ
ろ
が
こ
れ
を「〝
ふ

り
〟
の
世
界
」
の
出
来
事
と

し
て
聞
い
て
も
ら
う
、
つ
ま

り「
最
初
の
お
話
が
本
当
だ
っ

た
ら
ど
う
な
る
か
よ
く
考
え

て
ね
」
と
い
っ
た
前
置
き

を
し
て
質
問
す
る
と
、
4
歳

m a k e  a  f r i e n d  w h o  t h i n k s .
高校生のみなさんには、これから大学生、社会人となるに

際して、2つの言葉を贈りたいと思います。教育改革に先駆
的役割を果たしたカナダの認知心理学者カール・ベライター
の言葉です。

1つは”learn a lot.”――もう十分だと自らの思い込みで
学ぶことを止めないで、好きなことは興味のままにどんどん勉
強していってください。そしてそれを共有できる仲間がいるともっ
といい。

もう1つは”make a friend who thinks.”――少人数で
もいいので、自分の頭で真剣にものごとを考えられる友だちを
持ってください。意見は違っていても、お互いの考えを面白い
と感じ合える、そんな友だちです。

安心して語り合える仲間がいて、自分が大事にしていること
を話し合えて、その大事にしていることをどんどん深めていける、
そんな人間関係はみなさんにとって貴重な財産になるでしょう。

と
連
携
し
て
、
新
し
い
授
業

作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
先
生
方
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
新
し
い

学
び
、
未
来
の
学
び
を
推
進

す
る
事
業
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
持
っ
て
い
る「
人

は
い
か
に
学
ぶ
も
の
な
の
か
」

と
い
う
認
知
科
学
の
知
見
を
、

現
場
の
先
生
方
に
提
供
し
、

お
互
い
協
力
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
で
考

え
、
理
解
し
、
次
に
学
び
た

い
こ
と
を
見
つ
け
出
せ
る
新

し
い
学
び
の
ゴ
ー
ル
を
追
求

し
て
き
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
当
初
は

「
1
3
0
年
に
わ
た
る
日
本

の
教
育
の
歴
史
を
ひ
っ
く
り

返
そ
う
と
い
う
話
で
す
ね
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
場

の
先
生
方
も
ジ
ク
ソ
ー
法
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
、私
た
ち
が
先
生
方
と
作
っ

て
実
践
し
て
き
た
知
識
構
成

型
の
ジ
ク
ソ
ー
法
教
材
は
、

主
要
教
科
を
中
心
に
１
０
０

を
越
え
、
か
な
り
の
数
の
ア

レ
ン
ジ
版
も
活
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

教
育
に
限
ら
ず
、
人
は

潜
在
的
に
お
互
い
を
賢
く

し
合
う
能
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
特
に

教
育
者
の
間
で
は
当
た
り

前
の
こ
と
と
し
て
定
着
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

知の仕組みから
見えてくる
効果的な授業

静岡大学大学院
教育学研究科
教育実践高度化専攻

（教職大学院）   准教授

益川　弘如 先生
P r o f i l e
1998年中京大学情報科学部認知科学科卒業、2003年中京
大学大学院情報科学研究科情報認知科学専攻博士課程満
退。中京大学情報科学部助手、静岡大学教育学部講師、静
岡大学教育学部准教授を経て現職。博士（認知科学）。専門
は認知科学、学習科学、教育工学。情報科学部から教育学部
に移り、他の学問の知見から閉ざされている現状に危機感を抱
く。以来、認知科学と教育の接続をテーマに教師の卵や教員
研修を通して教育現場を変えられないか模索している。

学
び
の
現
場
に
も
っ
と

使
え
る
ツ
ー
ル
を

子
ど
も
の
頃
、
先
生
が
好
き
で
し
た
か
？
あ
る
い
は
、
嫌
い
で
し
た
か
？
好
き
な
先
生
が

担
当
す
る
教
科
は
得
意
に
な
り
、そ
う
で
な
い
教
科
は
苦
手
に
な
る
、そ
ん
な
経
験
の
あ
る

人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。よ
く
考
え
て
み
る
と
理
不
尽
な
話
で
す
。先
生
の
当

た
り
外
れ
が
成
績
を
左
右
し
て
し
ま
う
の
は
本
人
の
責
任
で
は
な
い
か
ら
で
す
。静
岡
大

学
の
益
川
弘
如
先
生
は
、認
知
科
学
や
教
育
工
学
の
知
見
を
活
用
す
れ
ば
、先
生
の
当
た
り

外
れ
に
関
わ
ら
ず
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ
、
I
C
T
技
術
で
そ
れ
を
さ
ら
に
推
し
進
め

ら
れ
る
と
の
視
点
か
ら
教
育
を
考
え
て
い
ま
す
。詳
し
い
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

の
あ
り
方
は
た
び
た
び
議
論

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
教
育
現
場
に
導
入
さ

れ
て
い
る
I
C
T
の
代
表
的

な
も
の
に
は
、
電
子
黒
板
や
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
教
師
主
導

型
の
ツ
ー
ル
で
す
。
教
育
の

I
C
T
化
の
主
眼
は
、
子
ど

も
た
ち
が
I
C
T
を
自
由
に

使
い
こ
な
し
な
が
ら
学
ん
で

い
く
こ
と
な
の
で
、
い
ま
だ
理

想
の
水
準
か
ら
は
遠
い
と
こ

ろ
に
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
教
育
現

場
よ
り
も
技
術
は
ず
っ
と
先

行
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゲ
ー
ム
の
世

界
で
は
、
す
で
に
子
ど
も
た
ち

が
ゲ
ー
ム
の
中
な
が
ら
国
際

的
に
協
力
し
て
、
課
題
を
解
決

し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ

教
育
の
I
C
T
化
に

遅
れ
る
な

今
日
、
教
育
の
I
C
T

（Inform
ation and 

Communication Technology
）

化
は
世
界
中
で
進
め
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
自
体

は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
わ
か
っ

て
い
た
こ
と
で
、
新
し
い
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
新
し
い
教
育

り
ま
す
。
現
実
が
変
化
す
る
ス

ピ
ー
ド
は
私
た
ち
を
待
っ
て

は
く
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
教
育
現
場
は

古
い
殻
を
打
ち
破
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
校

内
L
A
N
が
整
備
さ
れ
た
学

校
も
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
問
題
は
新
し
い
ツ
ー
ル

を
学
校
に
次
々
と
導
入
す
れ

ば
解
決
す
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
ツ
ー
ル
を
う
ま

く
活
用
し
て
授
業
の
質
を
高

め
る
よ
う
な
新
し
い
授
業
の

枠
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
で
き

な
け
れ
ば
、
日
本
は
世
界
中
か

ら
取
り
残
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

旧
来
型
授
業
の
限
界

で
は
、
ど
ん
な
授
業
の
枠
組
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進路の
ヒント

先
生
に
な
ろ
う！

その2

度
で
1
・
7
台
と
、
使
い
た

い
と
き
に
使
え
な
い
こ
と

も
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で

す
。
電
子
黒
板
が
登
場
し
て

か
ら
ほ
ぼ
５
年
。
性
能
自
体

は
か
な
り
進
歩
し
て
き
て

い
て
、
使
い
勝
手
は
よ
く

な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
版
教
科
書
の

い
い
と
こ
ろ
は
、
子
ど
も
と

視
線
を
合
わ
せ
て
授
業
が

で
き
る
点
で
す
。
顔
を
見
合

わ
せ
な
が
ら
操
作
が
で
き

ま
す
か
ら
、
状
況
を
見
て
補

足
説
明
も
で
き
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
版
を
フ
ル
に
活
用

で
き
れ
ば
、
教
育
現
場
の

景
色
は
今
と
は
ず
い
ぶ
ん

違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
授
業
に
は

チ
ョ
ー
ク
と
黒
板
が
欠
か

せ
な
い
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン

の
先
生
の
意
見
に
も
十
分

耳
を
傾
け
る
必
要
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
の
先
一
世
紀
近
く
を

生
き
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

そ
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
が

学
校
へ
行
く
時
代
の
こ
と

を
考
え
る
と
、「
自
分
や
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
の
時
代
は
こ
れ
で

や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
か

ら
」
と
い
う
こ
と
が
、
ど
こ

ま
で
通
用
す
る
で
し
ょ
う

か
。明

治
時
代
、
最
初
に
作
ら

れ
た
国
定
教
科
書
に
は
、
挿

し
絵
を
印
刷
し
て
配
る
と

い
う
当
時
の
最
新
技
術
が

使
わ
れ
ま
し
た
。
今
、
最
新

技
術
を
駆
使
し
て
デ
ジ
タ

ル
版
を
作
り
、
そ
れ
を
子
ど

も
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
は

そ
れ
と
同
じ
こ
と
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。
現
段
階
で

は
な
に
も
か
も
が
実
用
的

と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち

に
、
将
来
ど
ん
な
変
化
が
起

こ
っ
て
も
、
そ
れ
に
対
応
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
て
も

ら
お
う
と
思
え
ば
、
今
の

ベ
ス
ト
な
状
況
を
示
し
て

あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
実
際
、
韓
国
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
す
で

に
そ
う
し
た
取
組
が
始
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

究
極
の
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
は
？

デ
ジ
タ
ル
版
教
科
書
に

は
、
指
導
者
用
の
も
の
以
外

に
、
教
科
書
を
す
べ
て
パ
ソ

コ
ン
に
入
れ
、
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
端
末
と

し
て
持
つ
、
い
わ
ば
「
パ
ー

ソ
ナ
ル
な
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
」
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

2
0
1
0
年
７
月
に
は
商

社
や
出
版
社
、
通
信
事
業
者

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、

D
I
T
T
（
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
教
材
協
議
会
）
が
発
足
し

ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、

2
0
1
5
年
ま
で
に
全
小

学
生
に
情
報
端
末
を
配
布

し
、
す
べ
て
の
教
科
書
に
つ

い
て
デ
ジ
タ
ル
版
を
開
発

し
、
全
授
業
の
約
３
割
は
そ

れ
で
行
う
と
い
う
目
標
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
だ

け
が
遅
れ
る
わ
け
に
い
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

に
は
文
部
科
学
省
だ
け
で

な
く
総
務
省
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
学
校
現
場
で
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成

22
年
度
か
ら
の
、
全
国
で
10

の
公
立
小
学
校
を
実
証
校

に
し
た
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
推
進
事
業
と
い
う

も
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
展
開

が
楽
し
み
で
す
。

こ
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
」
で
は
、
今

ま
で
で
き
な
か
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
英
語
の

音
読
の
宿
題
は
な
か
な
か

確
認
し
難
い
も
の
で
し
た

が
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
録

音
機
能
が
あ
れ
ば
、
音
読
し

て
先
生
に
音
声
フ
ァ
イ
ル

を
送
り
、
先
生
は
一
人
ひ
と

り
の
音
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
時
間
が
な
く

て
も
、
ロ
グ
の
記
録
で
提
出

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
宿
題
を
終
え
た
ら
先

生
に
送
る
こ
と
に
し
て
お

け
ば
、
た
と
え
ば
夜
の
10
時

に
、
あ
る
い
は
翌
朝
に
、
先

生
は
提
出
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
、
そ
の
時
点
か
ら
出

し
て
い
な
い
生
徒
に
催
促

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
保

護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

他
の
宿
題
を
考
え
て
み

て
も
、
提
出
さ
れ
た
も
の
を

自
動
的
に
採
点
し
て
結
果

を
集
計
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
か
ら
、
個
人
別
の
成
績

だ
け
で
な
く
、
問
題
別
の
正

答
率
な
ど
も
簡
単
に
出
せ

ま
す
。
成
績
に
応
じ
て
個
別

の
指
導
も
し
や
す
く
な
る

で
し
ょ
う
。
英
語
の
音
読

も
、
通
信
機
能
と
先
生
側
の

ソ
フ
ト
が
充
実
し
て
い
れ

ば
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
カ

ラ
オ
ケ
と
同
じ
よ
う
に
自

動
採
点
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

動
画
も
使
え
る
こ
と
か

ら
、
英
語
に
か
ぎ
ら
ず
、
理

科
実
験
な
ど
は
操
作
方
法

も
含
め
て
視
覚
に
も
訴
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
体

育
や
図
画
工
作
な
ど
で
も

威
力
を
発
揮
す
る
で
し
ょ

み
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

旧
来
の
授
業
は
、
教
壇
に

立
っ
た
教
師
が
、
机
に
座
っ
た

生
徒
た
ち
に
向
か
っ
て
一
方

的
に
知
識
を
伝
え
る
も
の
で

し
た
。
そ
の
た
め
教
師
は
、
生

徒
た
ち
に
手
を
挙
げ
発
表
さ

せ
る
こ
と
で
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
、
生
徒
た
ち
に
ど
う
す

れ
ば
う
ま
く
伝
わ
る
か
を
常

日
頃
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し

近
年
の
研
究
か
ら
、
こ
の
ス
タ

イ
ル
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
新
任
教
師
が
よ

く
す
る
間
違
い
の
一
つ
に
「
生

徒
が
よ
く
手
を
挙
げ
る
授
業
」

が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
授
業
だ

と
勘
違
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
生
徒
が
よ
く
手
を
挙
げ
る

の
に
は
、
授
業
が
面
白
い
、
先

生
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
、
単

に
教
室
で
目
立
ち
た
い
等
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
目

立
ち
た
い
か
ら
手
を
挙
げ
る
生

徒
は
、
授
業
に
つ
い
て
来
ら
れ

な
く
な
る
と
、
他
の
こ
と
で
目

立
と
う
と
し
て
先
生
を
困
ら
せ

る
悪
い
こ
と
を
始
め
ま
す
。

旧
来
の
考
え
方
で
は
、
そ
う

い
う
生
徒
は
ハ
ー
ド
な
ク
ラ

ブ
活
動
や
厳
格
な
生
活
指
導

で
抑
え
つ
け
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
で
は
本
末
転
倒
で

す
。
原
因
は
授
業
に
あ
る
の

に
、
そ
こ
に
手
を
つ
け
ず
、
生

徒
個
人
を
抑
え
つ
け
て
も
、
問

題
の
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

本
来
、
授
業
と
は
、
そ
の
教

科
が
得
意
か
、
得
意
で
な
い

か
、
教
師
と
相
性
が
合
う
か
、

合
わ
な
い
か
、
目
立
ち
た
が
り

の
性
格
か
、
そ
う
で
な
い
か

と
い
っ
た
要
因
と
は
関
係
な
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I
C
T
※

教
育
に
も

強
く
な
ろ
う
！

こ
れ
か
ら
は

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が

面
白
い

今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
は
教
師
用
の

も
の
が
中
心
に
進
ん
で
い

て
、
使
う
に
は
電
子
黒
板
が

あ
っ
た
方
が
便
利
で
す
。
電

子
黒
板
の
あ
る
学
校
（
小
中

高
な
ど
全
て
の
学
校
）
は
、

2
0
0
9
年
度
の
全
体
の

54
・
1
％
か
ら
、
2
0
1
0

年
度
で
は
69
・
3
％
と
急
速

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
普
及

が
早
ま
っ
た
き
っ
か
け
は

小
学
校
の
外
国
語
活
動
で

す
。
文
部
科
学
省
は
、
学

級
担
任
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
統
一
教
材
『
英
語
ノ
ー

ト
』
と
、
音
声
を
補
う
デ
ジ

タ
ル
教
材
や
C
D
、
そ
れ

に
各
都
道
府
県
か
ら
の
要

望
に
応
じ
て
電
子
黒
板
を

予
算
化
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
政
権
交
代
後
の
仕
分
け

で
国
の
予
算
は
止
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
各
自
治
体
が
独

自
で
導
入
を
進
め
て
い
ま

す
。
進
ん
で
い
る
の
は
和
歌

山
県
で
85
・
3
％
、
進
ん
で

い
な
い
の
は
長
崎
県
の
15
・

6
％
。
た
だ
、
１
学
校
当
た

り
の
平
均
は
2
0
1
0
年

く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
学
ぶ

チ
ャ
ン
ス
を
提
供
で
き
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

教
育
の
プ
ロ
が
相
性
で

仕
事
を
し
て
は
い
け
な
い

人
は
一
方
的
に
教
え
ら
れ

る
よ
り
も
、
人
と
考
え
を
出
し

合
い
協
力
し
て
正
解
に
近
づ

い
て
い
く
「
協
調
学
習
」
※
の

ほ
う
が
深
く
学
べ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
協

調
学
習
は
、
生
徒
同
士
の
相
互

作
用
を
軸
に
授
業
が
展
開
さ

れ
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
お
互
い
を
結
び
つ
け

合
い
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
I
C
T
と
非
常
に

親
和
性
が
高
い
学
習
法
な
の

で
す
。

ま
た
、
協
調
学
習
は
、
生
徒

同
士
の
学
び
合
い
の
枠
組
み

な
の
で
、
教
師
と
生
徒
の
相
性

に
左
右
さ
れ
ず
に
授
業
の
質

を
確
保
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。

学
校
の
先
生
に
な
り
た
い

人
に
は
大
き
く
分
け
て
3
つ

の
動
機
が
あ
り
ま
す
。
①
あ
る

教
科
が
好
き
な
人
。
②
素
晴
ら

し
い
恩
師
に
出
会
い
、
そ
の
影

響
で
教
師
を
目
指
す
人
。
③
も

と
も
と
子
ど
も
が
好
き
で
、
子

ど
も
相
手
の
仕
事
が
し
た
い

人
。い

ず
れ
も
動
機
と
し
て
は

悪
く
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
動

機
だ
け
で
何
年
も
教
師
を
続

け
て
い
る
と
①
の
人
は
知
識

に
偏
り
が
ち
で
す
し
、
②
の
人

は
教
室
の
王
様
に
な
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
③
の
人
は
好
き

に
な
れ
な
い
生
徒
を
疎
外
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
の
タ
イ
プ
に
も
共
通
し

て
い
る
の
は
、
教
師
に
な
る
大

人
の
側
か
ら
し
か
教
育
を
考

え
て
い
な
い
点
で
す
。
た
ま
た

ま
相
性
が
合
う
子
ど
も
で
あ

れ
ば
、
あ
る
い
は
う
ま
く
い
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
教
師
は

教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
で
す
。
子
ど
も
と
の
相
性
で

成
果
が
変
わ
る
の
で
は
プ
ロ

失
格
で
す
。

本
来
の
武
器
を
使
っ
て

私
は
協
調
学
習
の
枠
組
み

を
現
場
の
先
生
方
や
教
師
を

目
指
す
学
生
に
体
験
し
て
も

ら
い
、
実
践
し
て
も
ら
う
べ
く

教
職
大
学
院
で
教
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
ジ
ク
ソ
ー

法
※
を
使
い
、
実
際
に
課
題
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
各

グ
ル
ー
プ
が
手
書
き
で
ま
と

め
た
成
果
物
を
そ
れ
ぞ
れ
ス

キ
ャ
ン
し
て
W
e
b
上
の
電

子
掲
示
板
で
共
有
し
、
全
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
対
し

て
、
み
ん
な
が
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
コ
メ
ン
ト
を
付
け
合

い
な
が
ら
、
互
い
の
考
え
や
ま

と
め
を
関
連
付
け
て
い
く
こ

と
で
学
び
を
深
め
て
い
き
ま

す
。
今
、Facebook

やm
ixi

と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
が
話
題

で
す
が
、
そ
の
学
校
版
で
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
実
際
の

授
業
で
経
験
す
る
こ
と
で
、

I
C
T
を
使
い
な
が
ら
全
員

で
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

の
良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う

の
で
す
。

「
協
調
学
習
」
は
紙
と
鉛
筆

だ
け
で
も
実
践
で
き
る
と
は

い
え
、
私
た
ち
は
す
で
に
も
っ

と
便
利
に
情
報
を
共
有
す
る

ツ
ー
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
教

育
現
場
で
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
な
ど
教
育
の
I
C
T

化
を
支
援
す
る
企
業
と
の
提

携
な
ど
に
よ
り
、
公
立
学
校
で

大
量
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
を

使
っ
た
実
証
研
究
が
可
能
な

段
階
ま
で
き
て
い
ま
す
。
情
報

系
出
身
の
人
間
と
し
て
は
よ

う
や
く
本
来
の
武
器
が
手
に

入
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
い

か
に
活
用
し
て
い
こ
う
か
と

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

※
協
調
学
習
、
ジ
ク
ソ
ー
法
…
…
3
頁

の
三
宅
な
ほ
み
先
生
の
記
事
を
参
照

う
。
音
楽
で
は
パ
ソ
コ
ン

に
キ
ー
ボ
ー
ド
を
つ
け
れ

ば
、
楽
器
と
し
て
も
使
え
ま

す
。
ま
た
数
学
で
は
、
証
明

の
過
程
な
ど
を
順
番
に
見

せ
て
く
れ
る
な
ど
可
能
性

は
限
り
な
く
広
が
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と

で
、
児
童
・
生
徒
は
教
科
書

上
で
調
べ
学
習
を
好
き
な

だ
け
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

最
後
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
コ
ス
ト
を
試
算
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
仮
に
児
童
・

生
徒
が
家
に
持
ち
帰
れ
る

よ
う
、
一
人
に
１
台
パ
ソ
コ

ン
を
与
え
る
と
す
る
と
、
１

学
年
で
1
0
0
～
1
2
0

万
台
必
要
に
な
り
ま
す
。

数
年
に
わ
た
り
使
用
し
義

務
教
育
期
間
で
一
人
が
２

台
使
用
す
る
こ
と
に
す
る

と
、
１
台
２
万
円
な
ら
、
例

え
ば
４
～
５
年
間
で
２
万

円
に
な
り
ま
す
。
1
年
間
で

４
～
5
千
円
で
す
。
今
の
教

科
書
が
１
冊
5
0
0
円
ぐ

ら
い
と
す
る
と
、
デ
ー
タ
代

を
別
に
す
れ
ば
金
額
的
に

は
同
じ
ぐ
ら
い
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
今
の
紙
ベ
ー
ス
の
教

科
書
は
残
す
の
か
、
練
習

帳
、
ド
リ
ル
な
ど
を
ど
こ
ま

で
デ
ジ
タ
ル
版
で
置
き
換

え
る
か
、
な
ど
の
課
題
は
残

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
パ
ー
ソ
ナ
ル

な
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
今
や

夢
の
世
界
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
機
能
を
埋

め
込
ん
だ
ら
い
い
か
を
考
え

る
だ
け
で
も
楽
し
く
、
個
人

的
に
は
お
お
い
に
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

※Inform
ation and Com

m
unication T

echnology

（
情
報
通
信
技
術
）

英
文
字
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
音
声
が
再
生
さ
れ
、
し
か
も
再
生
部
分
の

色
も
変
わ
っ
て
い
く
。英
訳
の
下
に
表
示
さ
れ
る
日
本
語
訳
を
消
し
た
り
、
意
訳
を
ス
ラ
ッ

シ
ュ
訳
に
切
り
替
え
た
り
も
で
き
る
。イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
表
示
さ
れ
、英
語
の
話
し
方
の

特
徴
が
一
目
で
わ
か
る
か
ら
、
英
語
ら
し
い
発
音
に
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。各
ユ
ニ
ッ
ト

に
は
内
容
に
応
じ
て
海
外
の
豊
富
な
映
像
資
料
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
異
文
化
な
ど
を
視
覚

的
に
理
解
で
き
る
。ア
ニ
メ
に
よ
る
文
法
解
説
も
あ
っ
て
基
礎
基
本
も
楽
し
く
習
得
で
き
る
。

︱
︱
︱
こ
れ
は
今
春
か
ら
中
学
校
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
あ
る
英
語
教
科
書
の
、
デ

ジ
タ
ル
版
に
備
え
ら
れ
た
機
能
の
一
例
で
す
。中
学
時
代
、こ
ん
な
教
科
書
を
使
っ
た
授
業
を

受
け
ら
れ
た
ら
も
っ
と
英
語
が
好
き
に
な
れ
た
の
に
と
思
っ
て
い
る
高
校
生
も
少
な
く
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
高
校
で
も
、
来
年
度
か
ら
使
わ
れ
る
新
し
い
教
科
書
に
は
、
同

じ
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
版
が
付
く
は
ず
で
す
し
、高
校
に
よ
っ
て
は
そ
れ
に
先
行
し
て
、す
で
に

こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
教
材
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。英
語
教
育

が
ご
専
門
で
、
情
報
通
信
技
術
を
使
っ
た
教
育
に
つ
い
て
も
長
年
研
究
さ
れ
て
い
る
名
古
屋

学
院
大
学
教
授
の
柳
善
和
先
生
に
、近
未
来
の
教
育
現
場
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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学
び
直
し
て
、
支
援
す
る
立
場

か
ら
考
え
る
の
は
、
と
て
も
新

鮮
で
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

い
ま
、
福
祉
を
め
ぐ
る
環
境
や

制
度
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
と

い
う
考
え
方
も
こ
こ
最
近
の
も

の
で
す
。
困
っ
て
い
る
人
を
い

ま
の
制
度
だ
け
で
救
う
の
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
決
め

ら
れ
た
こ
と
を
学
ぶ
と
同
時
に
、

新
し
い
も
の
を
つ
く
り
出
す
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

い
つ
変
わ
る
と
も
し
れ
な
い
自

然
条
件
の
下
、
や
ん
ち
ゃ
な
子

も
い
れ
ば
し
ゃ
べ
ら
な
い
子
も

い
る
集
団
を
相
手
に
キ
ャ
ン
プ

を
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
新
し

い
も
の
を
作
り
出
す
力
や
、「
生

き
る
力
」
を
つ
け
る
の
に
、
と

て
も
よ
い
仕
組
み
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
身
を
成
長
さ
せ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

私
が
も
う
一
つ
注
目
し
て
い

る
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し

て
は
、
大
学
の
各
方
面
を
説
得

し
て
、
現
地
ま
で
の
交
通
費
を

大
学
が
負
担
し
、
そ
の
期
間
を

公
欠
と
し
て
認
め
、
し
か
も
単

位
認
定
す
る
と
い
う
条
件
を
整

え
た
と
こ
ろ
、
全
学
で
３
０
０

人
ほ
ど
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
現
地
へ
赴
き
ま
し
た
。

地
域
の
先
生
に
な
ろ
う
！

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
影
響
か
ら

だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

参
加
者
の
中
か
ら
は
本
学
へ
進

学
し
て
く
れ
た
子
や
、
看
護
学

校
へ
進
学
し
た
子
も
出
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、

施
設
出
身
の
若
者
の
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
を
テ
ー
マ
に
研
究
す
る
た

め
に
、
大
学
院
進
学
を
決
め
た

学
生
も
出
ま
し
た
。

人
と
し
て
当
た
り
前
の

こ
と
を
学
び
直
す

社
会
福
祉
の
お
も
し
ろ
さ

　

福
祉
に
は
、
制
度
に
つ
い
て

の
知
識
も
必
要
で
す
が
、
人
の

嫌
が
る
こ
と
は
し
な
い
と
か
、

人
の
話
は
き
ち
ん
と
聞
く
と

い
っ
た
、
人
間
と
し
て
基
本
的

に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
学
び
ま
す
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
当
た
り
前
と
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
学
問
と
し
て
も
う
一
度 桃山学院大学　社会学部

社会福祉学科　教授

石田　易司先生
P r o f i l e
1948年生まれ。京都府立大学文家政学部卒
業。京都府立木津高等学校教諭を経て、朝日
新聞社入社。厚生文化事業団で社会福祉・青
少年育成事業を担当。98年より現職。主な著書
に『ラーニングバイドゥーイング―体験するグルー
プワーク』『オーストラリアの野外レクリエーショ
ン』など。京都府立城南高等学校出身。

身
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
が
、
わ
が
子
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
い
る
飼
い
犬

の
散
歩
を
し
た
く
て
も
介
護
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。一
方
、近
所
に
、動
物
は
大
好

き
だ
け
ど
家
で
飼
え
な
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。両
者
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
問
題
は
解
決
で
き
ま
す
。

—
—

近
年
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
地

域
で
連
携
・
恊
働
し
な
が
ら
、困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る＂
地
域
福
祉
＂。地
域
福
祉

の
拠
点
と
な
る
福
祉
施
設
で
は
、今
後
、地
域
全
体
に
貢
献
で
き
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
求
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
ご
専
門
で
、さ
ま
ざ
ま
な
社
会
福
祉
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
る

石
田
易
司
先
生
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
求
め
ら
れ
る
力
や
社
会
福
祉
学
科

で
学
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
し
て
自
ら
発
言
す
る
こ
と
の

な
か
っ
た
学
生
が
、
帰
っ
て
か

ら
は
積
極
的
に
感
想
を
寄
せ
る

な
ど
、
学
生
達
自
身
が
育
て
ら

れ
て
戻
っ
て
き
た
ケ
ー
ス
が
と

て
も
多
い
こ
と
に
、
公
欠
や
単

位
認
定
に
難
色
を
示
し
て
い
た

関
係
者
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

勉
強
の
基
本
は
１
人
で
机
に

向
か
っ
て
や
る
こ
と
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
プ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
人
と
交
わ
る

中
で
、
ま
た
あ
り
の
ま
ま
の
社

会
を
知
る
中
で
こ
そ
気
が
つ
く

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
高

齢
者
ば
か
り
だ
と
、
生
活
す
る

だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
が
多
い

ん
だ
な
と
か
、
仲
間
が
い
る
っ

て
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
な
と
か
、

よ
い
面
も
悪
い
面
も
含
め
て
、

も
っ
と
社
会
の
現
実
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
、
他
学
科
に
比

べ
て
多
く
の
学
外
研
修
も
設
け

て
い
ま
す
（
コ
ラ
ム
参
照
）。

　

こ
う
し
た
活
動
へ
の
参
加
が
、

勉
強
の
動
機
付
け
や
大
学
院
進

学
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
話

す
学
生
も
多
く
い
ま
す
。
彼
ら

に
と
っ
て
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
や
困
難
を
実
際
に
感
じ

る
こ
と
で
、
自
分
に
足
り
な
い

も
の
に
気
が
つ
い
た
り
、
大
学

で
何
を
勉
強
す
る
の
か
、
勉
強

す
る
意
義
の
よ
う
な
も
の
を
改

め
て
感
じ
る
機
会
に
な
っ
た
り

し
て
い
る
の
は
、
と
て
も
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。

将
来
は
？

　

社
会
福
祉
学
科
は
、
社
会
福

祉
の
プ
ロ
を
育
て
る
学
科
で
す
。

社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健
福
祉

士
な
ど
の
国
家
資
格
も
高
い
合

格
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
し
、
就

職
率
も
１
０
０
％
で
す
。

　

ま
た
、い
ま
、社
会
福
祉
士
は
、

社
会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
非
常
に

“
キ
ャ
ン
プ
”で
変
わ
る

　

私
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と

キ
ャ
ン
プ
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
を
専
門
に
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
人
が
人

と
の
交
わ
り
の
中
で
、
影
響
し

あ
い
、
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を

狙
い
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ

れ
を
、
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
非
日

常
の
場
で
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
う
ち
の
学
科
で
は
、

去
年
か
ら
、
児
童
養
護
施
設
の

高
校
生
20
人
と
三
重
県
の
間
崎

島
と
い
う
人
口
１
０
０
人
ほ
ど

の
島
へ
行
き
、２
泊
３
日
の
キ
ャ

ン
プ
を
し
て
い
ま
す
。
児
童
養

護
施
設
は
児
童
福
祉
法
の
下
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
基

本
的
に
対
象
は
18
歳
ま
で
、
つ

ま
り
、
高
校
卒
業
ま
で
で
す
。

大
学
へ
進
学
し
た
場
合
は
２
年

間
だ
け
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
延
長
分
は
施
設
の
負
担
に

な
り
ま
す
か
ら
、
施
設
と
し
て

は
進
学
を
積
極
的
に
は
薦
め
て

い
ま
せ
ん
し
、
ほ
と
ん
ど
の
子

ど
も
は
高
卒
で
社
会
へ
出
て
行

き
ま
す
。
で
も
、
大
学
進
学
率

が
５
割
を
超
え
る
い
ま
の
社
会

で
、
施
設
の
子
だ
け
が
そ
の
機

会
を
与
え
ら
れ
な
い
の
は
お
か

し
い
。
ま
た
、
家
庭
が
機
能
し

て
い
な
い
18
歳
の
子
ど
も
が
、

一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
社
会

へ
出
て
い
く
の
も
、
や
は
り
か

な
り
リ
ス
ク
の
あ
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
施
設
の
高
校
生
た

ち
に
も
大
学
進
学
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の
キ
ャ

ン
プ
を
始
め
ま
し
た
。
間
崎
島

は
８
割
以
上
が
高
齢
者
で
す
。

高
校
生
た
ち
は
お
年
寄
り
か
ら

郷
土
料
理
の
作
り
方
を
教
わ
っ

た
り
、
施
設
と
違
っ
て
時
間
に

制
約
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
夜
中
ま
で
お
互
い
や

大
学
生
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

「
人
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る

の
か
」「
あ
な
た
は
な
ぜ
大
学
で

福
祉
の
勉
強
し
て
い
る
の
か
」

と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
議

論
の
場
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

１回生で受講する「社会福祉フィールドワーク」では、主に福祉
施設や病院、NPOを中心に各人の希望に沿った地域の福祉現
場へ１年間通います。単位修得後も通い続けるケースが多かった
ため、今度はお客さんとしてではなく、現場の人間として下級生に
レクチャーしたり、地域をつなぐボランティアコーディネートについて
学び、考える「コミュニティサービスラーニング」などの学外研修や「ボ
ランティアコーディネート論」という講義も用意しました。

■オリエンテーションキャンプ
　１回生対象の１泊２日のキャンプで、企画運営は上回生が行う。さま
ざまなレクリエーションに参加する中で、自然とみんなが仲良くなれる。
■間崎島でのワークキャンプ
　今夏から開始予定。ボランタリーに働くことに喜びを感じて、自分自
身も成長しようというワークキャンプの一つで、４泊５日で行う。自己負
担は最低限の食費程度。費用を抑えることで参加のハードルを下げ
た。海岸に打ち寄せるゴミを掃除したり、庭の木を整備したりといった
ボランティアが中心。
■国際ワークキャンプ、ボランティア
　インドネシアの小さな村の児童養護施設の建設・設備整備・運営
に参加するものや、インドのマザーテレサが設立した施設（マザー・ハ
ウス）でのボランティアなど。

高
い
仕
事
で
す
。
社
会
福
祉
の

仕
事
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
は
相

談
援
助
業
務
が
中
心
で
、
比
較

的
賃
金
も
高
く
、
他
の
一
般
企

業
に
比
べ
て
も
遜
色
あ
り
ま
せ

ん
。
現
状
で
は
医
師
や
弁
護
士

な
ど
の
業
務
独
占
と
は
違
っ
て
、

名
称
独
占
の
資
格
の
た
め
、
社

会
福
祉
の
仕
事
を
す
る
た
め
に

は
必
ず
し
も
こ
の
資
格
が
必
要

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
制
度
を

上
手
に
利
用
し
て
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
る
仕
事
で
す
か
ら
、

知
識
を
担
保
す
る
意
味
で
も
、

資
格
取
得
を
薦
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
は
、
人
と
触
れ
合

い
交
わ
る
仕
事
で
す
。
う
ち
の

学
科
の
学
生
を
見
て
い
る
と
、

不
登
校
を
経
験
し
た
学
生
が
児

童
福
祉
に
関
心
を
持
っ
て
活
動

し
て
い
た
り
、
家
に
高
齢
者
を

抱
え
て
い
る
子
が
高
齢
者
福
祉

に
携
わ
り
た
い
と
話
し
て
い
た

り
と
、
ど
こ
か
“
弱
さ
”
や
問

題
を
抱
え
て
い
る
子
が
多
い
こ

と
を
感
じ
ま
す
。
私
自
身
も
そ

う
で
し
た
が
、
困
難
を
抱
え
て

い
る
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、
自

分
の
弱
み
も
受
け
止
め
て
、
そ

の
上
で
自
分
の
で
き
る
こ
と
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
も
の
を
つ
く

り
出
す
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
本
学
科
で

培
う
力
は
、
社
会
福
祉
の
現
場

だ
け
で
求
め
ら
れ
る
力
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
市
民
と
し
て
生

き
て
い
く
た
め
に
大
切
な
方
法

論
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
、
広
く
社
会
に
役
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
に
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
願
っ

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
で
身
に
つ
け
る
福
祉
マ
イ
ン
ド

ま だ あ る！ 取 得 可 能 な 資 格
社会福祉士、精神保健福祉士国家試験受験資格のほかに、高

等学校教諭一種免許状（公民科・福祉科）、社会福祉主事任用資
格、児童福祉司任用資格、スクールソーシャルワーカー、司書、司書
教諭、学芸員、日本語教員などの資格も取得することができる。また、
レクリーエーション・インストラクター、福祉レクリエーション・ワーカー、キャ
ンプ・インストラクター、初級障害者スポーツ指導員の資格も取得できる。
キャンプはスポーツ基本法という枠組みの中で扱われているため、社会
福祉学科で学べるのは貴重。

ツ
ー
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
教

育
現
場
で
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
な
ど
教
育
の
I
C
T

化
を
支
援
す
る
企
業
と
の
提

携
な
ど
に
よ
り
、
公
立
学
校
で

大
量
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
を

使
っ
た
実
証
研
究
が
可
能
な

段
階
ま
で
き
て
い
ま
す
。
情
報

系
出
身
の
人
間
と
し
て
は
よ

う
や
く
本
来
の
武
器
が
手
に

入
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
い

か
に
活
用
し
て
い
こ
う
か
と

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

※
協
調
学
習
、
ジ
ク
ソ
ー
法
…
…
3
頁

の
三
宅
な
ほ
み
先
生
の
記
事
を
参
照
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半分死んで、
半分生きている猫？

東京大学　工学系研究科
物理工学専攻　教授

古澤　明先生

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、

「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の

猫
」で
す
。も
し
か
し
た
ら
、

S
F
等
で
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。多
く
の
物
理
学
者

が
飼
い
慣
ら
せ
な
い
こ
の

P r o f i l e
1961年生まれ。1998年、世界で
初めて量子テレポーテーションの
実験を成功させ、アメリカの科学誌

『サイエンス』でのその年の10大
ニュースに選ばれる。2009年には
9光子間の量子もつれ状態での量
子テレポーテーションを、2011年に
はシュレディンガーの猫状態の量
子テレポーテーションをそれぞれ成
功させ、次世代コンピュータの最
有力候補とされる量子コンピュータ
の重要な基礎研究で世界をリード
する。埼玉県立浦和高等学校出
身。

世
界
初
・
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
　
そ
し
て
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ

不
思
議
な
猫
、言
葉
で
説
明

す
る
よ
り
も
、ま
ず
は
実
際

の
「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー

の
猫
」を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

図
１
を
見
て
下
さ
い
。こ

れ
は「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー

の
猫
」状
態
の
レ
ー
ザ
ー
で

確
率
が
50
％
で
、
重
な
り

合
っ
た
状
態
に
あ
る
と
さ

れ
ま
す
。こ
の
状
態
を
《
波

束
》
と
い
う
も
の
で
表
し
、

「
光
子
や
原
子
な
ど
ミ
ク
ロ

な
物
質
は
観
測
さ
れ
な
い

と
き
は
波
で
、観
測
す
る
と

収
縮
し
て
粒
子
の
形
を
と

る
」な
ど
と
表
現
し
ま
す
。

　
「
波
で
あ
っ
て
粒
子
で
あ

る
」と
か
、《
波
束
》な
ど
の

捉
え
方
は
、一
つ
の
仮
定
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。し
か
し
、
そ

う
仮
定
す
る
こ
と
で
物
理

現
象
を
う
ま
く
説
明
で
き

て
い
る
わ
け
で
す
。

　

当
然
、《
波
束
》や《
収
縮
》

と
は
そ
も
そ
も
何
か
と
い

う
問
い
も
出
て
き
ま
す
。そ

れ
ら
は《
解
釈
問
題
》
と
呼

ば
れ
て
長
ら
く
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、
い
ま

だ
に
確
た
る
答
え
は
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。量
子
力
学

は
自
然
を
語
る
言
葉
で
、そ

れ
は
解
釈
し
て
は
い
け
な

い
も
の
だ
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。ち
ょ
う
ど
、「
私
は

考
え
て
い
ま
す
。」
と
い
う

文
章
で
、な
ぜ
主
語
の
後
が

《
は
》
な
の
か
を
疑
問
に
し

て
は
い
け
な
い
の
と
同
じ

よ
う
に
。量
子
力
学
の
理
解

は
、こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
受

け
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
の
で
す
。

　

20
世
紀
初
頭
に
、
こ
の

ル
ー
ル
に
従
っ
て
頭
の
中

で
想
像
す
る
だ
け
の
実
験

が
い
く
つ
も
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
思
考

実
験
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
最
も
有
名

な
も
の
の
ひ
と
つ
が
、今
回

の
テ
ー
マ
「
シ
ュ
レ
デ
ィ

ン
ガ
ー
の
猫
」で
す
。

　

こ
の
思
考
実
験
は
、量
子

力
学
の
ル
ー
ル
を
突
き
詰

め
て
い
く
と
、古
典
物
理
学

で
は
想
像
も
で
き
な
い
奇

妙
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
導

か
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

原
子
核
の
崩
壊
を
検
知

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授　

学
際
融
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長  

久
保
　
司
郎
先
生

理
数
系
基
礎
学
力
の

確
保
に
関
す
る
取
り
組
み

近
年
、
理
数
系
学
力
の
低
下
が
い

ろ
い
ろ
と
話
題
に
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
過
去
30
年
近

く
に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
ゆ
と

り
教
育
と
、
大
学
全
入
時
代
を
迎

え
て
、
大
学
側
が
推
薦
や
A
O
入

試
な
ど
、
学
力
を
厳
し
く
問
わ
な
い

選
抜
方
法
の
ウ
ェ
ー
ト
を
高
め
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の

影
響
が
大
き
い
か
の
議
論
は
さ
て
お

き
、
こ
こ
で
は
理
数
系
の
大
学
・
学

部
が
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
か
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
大
阪

大
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

現
在
、
全
国
の
大
学
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
初
年
次
教
育
で
、
教
育
学
習

支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
習
支
援
室
、
数

理
考
房
、
数
理
リ
テ
ラ
シ
ー
特
別
講

座
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
提
案
、
実

施
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
入
学
前
教
育
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

使
っ
た
も
の
や
、
い
わ
ゆ
る
動
機
づ

け
教
育
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
そ
し
て

高
大
連
携
な
ど
も
こ
れ
に
含
め
ら
れ

よ
う
。
少
し
形
態
の
異
な
る
も
の
と

し
て
、
理
解
の
早
い
学
生
が
理
解
の

遅
い
学
生
を
教
え
る
と
い
っ
た
学
生

同
士
の
教
え
合
い
に
よ
る
相
互
学
力

向
上
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
取
り
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

学
力
低
下
と
は
少
し
違
う
が
、
近

年
は
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
、
お
よ

び
そ
れ
を
記
述
す
る
力
に
つ
い
て
も

問
題
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

向
上
策
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
大
学

で
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

大
阪
大
学
機
械
工
学
科
目

基
礎
コ
ア
科
目

大
阪
大
学
工
学
部
応
用
理
工
学
科

機
械
工
学
科
目
で
は
、
５
年
ほ
ど
前

に
科
目
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
そ
の

際
、
準
必
修
の
コ
ア
科
目
群
を
設
定

し
た
。
こ
れ
は
伝
統
的
な
三
力
学
、

熱
力
学
、
流
れ
学
（
流
体
力
学
）、

材
料
力
学
に
、
制
御
と
機
械
力
学
を

加
え
た
も
の
だ
。
ま
た
、
開
講
日
も

こ
れ
ま
で
の
週
一
回
か
ら
週
二
回
と

し
、演
習
、実
験
も
組
み
合
わ
せ
た
。

ミクロな世界の奇妙な法則を描き出す物理、量子力学。
その不思議な実態にビジュアルで迫る、
東京大学大学院の古澤明先生による全5回連載。
2回目となる今回は、「解釈問題」と呼ばれる
量子力学の宿命的な謎や、SFなどでよく題材にされて
有名な「シュレディンガーの猫」という思考実験について、
最先端の光学実験を踏まえながらお話して頂きます。

本連載は、2012年１月27日、

一般社団法人日本機械工業

連合会　理数系グローバル人

材育成・教育に関する調査専

門部会によって開催されたシン

ポジウム「理系基礎学力の強

化とモノづくり人材」のまとめを

基に作成しています

物理
第2回

国
内
大
学
に
お
け
る
取
り
組
み
例

学ぼう!

第2回

第１部

す
る
と
毒
ガ
ス
を
噴
出
す

る
装
置
を
想
定
し
ま
す
。そ

の
装
置
と
共
に
猫
を
箱
の

中
に
閉
じ
込
め
た
と
き
、

箱
の
中
の
猫
は
ど
う
い
う

状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
問
題
を
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
物
理
学
者
・
シ
ュ
レ

デ
ィ
ン
ガ
ー
が
提
起
し
ま

し
た
。

　

量
子
力
学
で
は
、原
子
核

が
崩
壊
す
る
か
ど
う
か
も

重
ね
合
わ
せ
状
態
と
し
て

表
現
さ
れ
ま
す
。「
崩
壊
す

る
」
と
「
崩
壊
し
な
い
」
の

二
つ
の
場
合
が
、あ
る
確
率

で
同
時
に
存
在
し
て
い
る

の
で
す
。す
る
と
箱
の
中
の

猫
は「
生
き
て
い
る
」と「
死

ん
で
い
る
」の
重
ね
合
わ
せ

状
態
に
な
り
、箱
を
開
け
た

瞬
間
に
ど
ち
ら
か
の
状
態

に
収
縮
す
る
と
い
う
結
論

に
な
り
ま
す
。箱
を
開
け
る

ま
で
は
、半
分
死
ん
で
半
分

生
き
て
い
る
、奇
妙
な
状
態

に
な
る
の
で
す
。

図1

図2

位相が反転した二つの波のを重ねると、打ち消
しあって０（オレンジの線）になる。

　

こ
れ
は
、ミ
ク
ロ
な
世
界

だ
け
で
な
く
、猫
の
よ
う
な

マ
ク
ロ
な
世
界
で
も
、
量

子
力
学
的
な
現
象
が
起
こ

り
得
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て

い
ま
す
。キ
ー
は
、
多
数
の

量
子
が
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
。一
個
の
量
子
の
状
態

が
重
ね
合
わ
さ
っ
て
い
て

も
、「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー

の
猫
」状
態
と
は
い
え
ま
せ

ん
。し
か
し
、
本
当
に
マ
ク

ロ
な
世
界
で
、こ
の
よ
う
な

状
態
が
存
在
し
う
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
最
先
端
の
技
術
を
用

い
て
、思
考
上
の
存
在
で
し

か
な
か
っ
た「
シ
ュ
レ
デ
ィ

ン
ガ
ー
の
猫
」状
態
を
レ
ー

ザ
ー
光
で
実
現
し
ま
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
は
光
子
が
沢
山

集
ま
っ
て
向
き
が
揃
っ
て

い
る
マ
ク
ロ
な
状
態
で
す
。

私
た
ち
の
作
っ
た
「
シ
ュ

レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
」状
態

と
は
、位
相
反
転
し
た
二
つ

の
レ
ー
ザ
ー
の
重
ね
合
わ

せ
で
す
。図
１
に
は
、
位
相

が
反
転
し
た
二
つ
の
波
が

同
時
に
存
在
し
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。一
方
の
波

が
「
生
き
て
い
る
猫
」、
も

う
一
方
の
波
が
「
死
ん
で

い
る
猫
」
に
相
当
し
ま
す
。

本
来
、
位
相
が
反
転
し
た

波
は
重
ね
る
と
打
ち
消
し

合
っ
て
0
に
な
っ
て
し
ま

う
（
図
２
）
は
ず
で
す
が
、

こ
こ
に
は
二
つ
の
波
が
同

時
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

企
業
か
ら
見
た
ゆ
と
り
教
育

株
式
会
社
豊
田
自
動
織
機　

常
務
執
行
役
員  

野
崎
　
晃
平
さ
ん

弊
社
は
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
発
祥

の
企
業
で
、
売
り
上
げ
は
１
兆
５
千

億
、
従
業
員
は
4
万
人
。
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
の
世
界
シ
ェ
ア
は
23
％
で

繊
維
機
械
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
用
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
と
と
も
に
世
界
一
の

シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
る
。
世
界
の

車
の
２
台
に
１
台
の
エ
ア
コ
ン
の

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
は
弊
社
製
だ
。

車
で
は
マ
ー
ク
X
、
マ
ー
ク
X
ジ

オ
、
ヴ
ィ
ッ
ツ
な
ど
を
生
産
し
て
い

る
。
最
近
は
、
将
来
有
望
な
市
場
へ

向
け
て
、
電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
用
の
電
子
機
器
も
開
発

生
産
し
て
い
て
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
技
術
開
発
に
必
要
な
学
生
を
積

極
的
に
採
用
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
は
す
で
に
２
台
に
１
台
が

E
V
車
だ
か
ら
、
現
在
世
界
で
最

も
数
多
く
電
気
自
動
車
を
開
発
製

造
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

社
内
教
育
は
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
と
呼
ぶ
企
業
内
学
校
で
行
っ

て
い
る
。「
し
っ
か
り
教
育
を
」
の

認
識
が
生
ま
れ
た
の
は
、
社
長
の
ひ

と
言
か
ら
だ
。
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
だ

け
で
な
く
、
間
違
い
も
多
い
。
そ
れ

も
足
し
算
・
引
き
算
、
掛
け
算
・
割

り
算
や
、
電
気
的
、
物
理
的
な
基
礎

に
関
わ
る
初
歩
的
な
ミ
ス
が
多
い
。

そ
こ
で
７
年
ほ
ど
前
、
私
が
社
内

教
育
制
度
の
立
ち
上
げ
を
任
せ
ら

れ
た
。
ま
ず
は
現
状
把
握
か
ら
始
め

よ
う
と
い
う
こ
と
で
調
査
し
て
み

る
と
、
ほ
と
ん
ど
も
の
作
り
を
知
ら

な
い
こ
と
、
大
学
ま
で
の
基
礎
教
育

が
不
十
分
で
、
物
理
、
数
学
が
ほ
と

ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

が
わ
か
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

画
面
だ
け
で
わ
か
っ
た
つ
も
り
に

な
っ
て
、
材
料
、
部
品
、
機
械
な
ど

の
現
物
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
も
ち

ろ
ん
技
術
力
は
低
下
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
実
際
に
理
解
し
て
い
な

い
学
生
へ
の
面
談
で
調
査
を
進
め

た
。
す
る
と
体
積
、
面
積
の
求
め
方

や
三
角
関
数
、
果
て
は
乾
電
池
の

電
圧
も
知
ら
な
い
新
入
社
員
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。
ほ
と
ん
ど
が
理
系
の
大
学
院
、

し
か
も
ブ
ラ
ン
ド
大
学
の
出
身
者

だ
。
日
本
の
企
業
で
は
、
バ
ブ
ル
期

に
大
量
の
社
員
が
入
っ
た
が
、
今
は

管
理
職
と
し
て
部
下
を
引
っ
張
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、

部
下
の
指
導
も
う
ま
く
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
社
内
の
教
育
体
制
を
考

え
る
た
め
に
算
数
、
数
学
の
テ
ス
ト

を
実
施
し
た
。
い
き
な
り
微
積
で
は

難
し
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
ま
ず
は

小
学
校
６
年
か
ら
中
学
校
３
年
レ

ベ
ル
ぐ
ら
い
で
と
い
う
こ
と
で
、
主

と
し
て
小
学
校
６
年
生
の
教
科
書

の
問
題
を
数
字
を
入
れ
替
え
て
出

題
し
た
。
計
算
問
題
、
表
面
積
を
求

め
る
問
題
、
文
章
問
題
、
そ
し
て
最

後
に
証
明
問
題
を
課
し
た
。
以
後
、

同
じ
問
題
を
７
年
間
毎
年
や
ら
せ

て
い
る
が
、
平
均
点
は
、
1
9
7
5

年
入
社
の
人
が
82
点
な
の
に
対
し

て
、
最
初
に
教
育
し
た
2
0
0
7

　

と
こ
ろ
で
、
20
世
紀
初

頭
に
考
え
ら
れ
た
思
考
実

験
に
は
、「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン

ガ
ー
の
猫
」と
並
ん
で
有
名

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。次

回
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

も
関
わ
っ
た
「
E
P
R
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
」と
い
う
思
考

実
験
に
つ
い
て
、説
明
し
ま

し
ょ
う
。

す
。
…
…
不
思
議
な
こ
と

が
起
こ
っ
て
い
る
の
が
、わ

か
る
で
し
ょ
う
か
？

　

ミ
ク
ロ
な
世
界
の
法
則

を
記
述
す
る
量
子
力
学
で

は
、観
測
す
る
ま
で
あ
る
粒

子
が「
あ
る
」か「
な
い
」か
、

「
動
い
て
い
る
」か「
止
ま
っ

て
い
る
」か
な
ど
は
決
め
ら

れ
な
い
と
し
て
、
両
方
の

事
象
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
確
率
で
同
時
に
存
在

し
て
い
る
《
重
ね
合
わ
せ
》

と
い
う
状
態
を
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、あ
る
粒
子
は
、「
あ

る
」確
率
が
50
％
、「
な
い
」
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大
学
院
で
は
、
2
0
0
5
～
6

年
度
に
国
の
競
争
的
資
金
で
あ
る

『
魅
力
あ
る
大
学
教
育
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
』
に
「
統
合
デ
ザ
イ
ン
力
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
は
企
業
か
ら
の
提
案
を
も
と

に
、
機
械
工
学
を
統
合
的
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
力
を
学
生
に
身
に
つ
け

さ
せ
よ
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
の
が
、

2
0
0
7
～
9
年
の
『
大
学
院
教
育

改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
で
採
択
さ

れ
た
「
複
合
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
の

た
め
の
X
型
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」。
一
つ
の
専
門
に
つ
い
て
だ
け

で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
総
合

大
学
や
産
業
界
で
は
工
学
人
材
の

質
の
向
上
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
も
そ
も
大
学
教
員
の
意
識

は
、
研
究
に
向
い
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
た

め
に
、
大
学
に
入
学
す
る
高
校
生
の

意
識
を
高
め
る
目
的
で
高
大
連
携
活

動
に
対
す
る
意
義
を
理
解
し
て
協
力

を
申
し
出
る
の
は
一
部
の
教
員
で
あ

る
。
大
学
教
員
に
対
す
る
評
価
が
執

筆
し
た
論
文
数
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
る
以
上
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
も

あ
る
が
、
質
の
高
い
高
校
生
を
大
学

が
欲
し
が
る
こ
と
と
は
矛
盾
し
て
い

る
。工

学
教
育
と
理
系
教
育
と
は
分
け

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
学
生
募
集

で
も
、
近
年
は
理
学
系
は
横
ば
い

で
、
工
学
系
が
一
人
負
け
の
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
原
因
の
一
つ
は
、
工

学
系
に
は
外
か
ら
わ
か
り
に
く
い
学

部
名
称
が
多
い
こ
と
だ
と
思
う
。
例

え
ば
私
の
所
属
す
る
環
境
情
報
研
究

院
は
文
理
・
融
合
の
研
究
科
で
、
半

分
は
工
学
系
の
教
員
で
は
あ
る
が
、

外
部
か
ら
は
そ
れ
が
は
っ
き
り
見
え

く
な
る
が
、
少
な
く
と
も
学
校
教
育

だ
け
に
あ
る
の
で
な
い
こ
と
は
確
か

だ
と
考
え
て
い
る
。

高
大
連
携
は
今
、
多
く
の
大
学
で

近
隣
の
高
校
と
の
間
で
様
々
な
形
で

行
わ
れ
て
い
る
※
１
。
し
か
し
こ
れ
だ

け
で
は
全
て
を
改
善
す
る
こ
と
は
期

待
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
学
で
は
、

平
成
20
年
か
ら
の
経
済
産
業
省
に
よ

る
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
『
早
期
工
学

人
材
育
成
事
業
』
を
受
託
し
、『
産

学
連
携
に
よ
る
神
奈
川
県
内
高
等
学

校
生
徒
に
対
す
る
早
期
工
学
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業
』
と
題

し
て
、
神
奈
川
県
の
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
役
を
務
め
た
。
こ
の
事
業

は
、
企
業
の
若
手
技
術
者
を
中
心
に

高
校
生
に
対
す
る
工
学
授
業
を
行
う

も
の
で
あ
る
が
、
連
携
企
業
※
２
か
ら

若
手
技
術
者
を
派
遣
し
て
い
た
だ
く

こ
と
、
学
協
会
と
の
共
同
提
案
に
よ

り
熟
練
技
術
者
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
近
年
特

に
、
知
識
の
あ
る
熟
練
技
術
者
は
数

多
く
い
る
が
、
単
独
で
は
高
校
側
に

は
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

な
い
。
そ
こ
で
、
日
本
機
械
学
会

を
は
じ
め
、
日
本
鉄
鋼
協
会
、
日
本

化
学
会
、
船
舶
海
洋
工
学
会
、
土
木

学
会
等
の
学
協
会
に
呼
び
か
け
、
社

会
貢
献
の
た
め
に
活
動
を
社
会
一
般

に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
組
織
に
協

力
を
仰
い
だ
。
ま
た
県
や
市
の
教
育

委
員
会
に
受
け
入
れ
高
校
を
紹
介
し

て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
も
導
入
し
た
。

協
力
高
校
は
、
ト
ッ
プ
進
学
校
か
ら

２
番
手
、
３
番
手
の
高
校
、
ま
た
工

業
高
校
を
再
編
し
た
高
校
ま
で
あ
っ

て
※
３
、
決
し
て
名
門
校
や
難
関
校
ば

か
り
で
は
な
い
。
連
携
企
業
群
に
は

実
習
、
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
た
が
、
大
学
で
の
実
習
も
組
み
入

れ
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
私

た
ち
が
高
校
生
に
一
番
伝
え
た
か
っ

た
の
は
、
工
学
に
対
す
る
説
明
と
同

時
に
、
現
在
高
校
生
が
勉
強
し
て
い

る
こ
と
は
今
後
の
人
生
の
土
台
で
あ

り
、
決
し
て
大
学
へ
進
む
た
め
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
高
校
生
に
は
将
来
設
計
を
そ
ろ

そ
ろ
頭
に
い
れ
て
，
現
在
の
勉
強
を

進
め
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。大

学
教
員
と
し
て
の
私
は
司
会

と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
役
に
徹
し

て
授
業
を
進
め
た
。
若
手
の
技

術
者
は
高
校
生
に
と
っ
て
は
身
近

な
存
在
で
あ
り
、
彼
ら
の
話
は

高
校
生
も
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
※
４
。

熟
練
技
術
者
に
は
意
欲
的
な
方
が
多

い
が
、
あ
ま
り
に
強
い
意
欲
が
前
面

に
で
る
た
め
に
高
校
生
が
な
か
な
か

正
面
切
っ
て
話
を
聞
い
て
く
れ
る
こ

と
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
に
若
手
技

術
者
の
話
の
中
で
足
り
な
い
部
分
を

補
っ
て
い
た
だ
い
た
。

高
校
生
に
特
に
人
気
が
あ
っ
た
授

業
の
一
つ
が
、
日
産
自
動
車
（
株
）

の
鈴
木
卓
馬
氏
が
担
当
し
た
『
ク
ル

マ
の
動
き
を
制
御
す
る
面
白
さ
と
難

し
さ
』
で
あ
っ
た
。
鈴
木
氏
は
、
足

し
算
・
引
き
算
、
掛
け
算
・
割
り
算

か
ら
二
次
方
程
式
へ
、
そ
こ
か
ら
ベ

ク
ト
ル
へ
進
ん
で
、
機
械
力
学
、
振

動
工
学
を
経
て
制
御
，
最
後
に
設
計

へ
と
い
う
学
問
か
ら
産
業
ま
で
の
流

れ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構

造
で
見
せ
て
く
れ
た
。
小
峰
無
線
電

機
工
業
（
株
）
の
花
宮
俊
彦
氏
に
よ

る
『
携
帯
電
話
を
覗
い
て
み
る
と
』

と
い
う
題
目
の
授
業
も
，
高
校
生
に

と
っ
て
身
近
な
携
帯
電
話
を
中
心
に

授
業
を
構
成
し
た
こ
と
に
よ
り
高
校

生
が
熱
中
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
ま
た
、（
株
）
I
H
I
で
は
本

井
久
之
氏
と
檜
佐
彰
一
氏
に
よ
る
講

義
を
行
い
、
外
部
に
持
ち
出
せ
な
い

図
面
や
部
品
等
を
用
い
た
授
業
を
午

前
中
に
実
施
し
、
午
後
か
ら
工
場
見

学
す
る
の
も
高
校
生
の
興
味
を
集
め

た
授
業
で
あ
っ
た
。
技
術
者
と
昼
食

を
一
緒
に
と
る
と
親
近
感
が
増
し
、

質
問
も
増
え
た
よ
う
に
感
じ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
で
、
技
術
を
高

校
生
の
目
の
前
で
見
せ
る
こ
と
と
同

時
に
、
高
校
の
先
生
方
に
は
一
緒
に

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
で
、
高

大
連
携
は
未
だ
に
大
学
の
敷
居
が
高

い
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
た
。
模
擬

講
座
や
出
前
授
業
を
し
て
い
る
大
学

は
多
い
が
、
高
校
側
か
ら
は
、「
大

学
の
先
生
が
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ

て
帰
る
だ
け
」
と
い
う
声
も
聴
こ
え

て
く
る
。
高
校
と
企
業
と
の
間
に

立
っ
て
、
大
学
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

役
を
担
う
と
い
う
ひ
と
つ
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は
、
工
学
技
術
を
社
会

全
体
に
解
説
す
る
と
い
う
意
味
で
今

後
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
支
え
て
き
た

高
校
生
に
対
す
る
工
学
教
育
の
あ
り
方

な
い
。

一
部
マ
ス
コ
ミ
に
よ
れ
ば
、
工
学

系
は
進
学
希
望
者
が
激
減
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
入

学
し
て
く
る
学
生
の
学
力
不
足
も
深

刻
で
あ
る
。
と
に
か
く
従
来
型
の
講

義
に
つ
い
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い

学
生
が
多
い
。
絶
対
的
な
知
識
不
足

は
確
実
に
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

教
わ
る
こ
と
に
慣
れ
過
ぎ
て
い
て
、

わ
か
ら
な
い
事
に
対
す
る
質
問
も
で

き
な
か
っ
た
り
、
黒
板
に
書
か
れ
た

こ
と
を
写
し
書
き
す
る
だ
け
で
ノ
ー

ト
も
満
足
に
と
れ
な
い
。
ま
た
、
工

学
部
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い

が
、
学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
積
極
的
な

姿
勢
の
欠
如
も
深
刻
で
あ
る
。
周
囲

に
困
っ
て
い
る
友
人
が
い
て
も
助
け

な
い
な
ど
、
他
人
と
上
手
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
れ
な
い
。
挨
拶

が
で
き
な
い
、
掃
除
も
ゴ
ミ
の
分
別

も
で
き
な
い
な
ど
、
基
本
的
な
社
会

習
慣
も
身
に
つ
い
て
お
ら
ず
、
卒
業

し
て
も
社
会
人
た
り
え
な
い
の
で
は

な
い
か
と
不
安
に
な
る
。
こ
の
責
任

は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
追
求
し
た

横
浜
国
立
大
学
大
学
院　

環
境
情
報
研
究
院　

教
授  

森
下
　
信
先
生
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的
に
理
解
で
き
る
人
材
（
X
型
）

の
育
成
を
め
ざ
し
た
も
の
だ
。
ま
た

昨
年
の
12
月
に
は
、
機
械
工
学
に
つ

い
て
学
生
に
い
か
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
か
を
、
関
連
す
る
大
学
関
係

者
が
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
て
も
ら
う

『
機
械
工
学
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

を
開
催
し
た
。

コ
ア
科
目
に
つ
い
て
い
う
と
、
教

員
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

合
格
率
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
原
因
は
今
の
学
生
が
具
体
的
な

物
を
知
ら
な
い
こ
と
、
工
具
を
持
っ

た
こ
と
も
な
い
こ
と
だ
。
物
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
た
め
、
理
屈
も

理
解
で
き
な
い
。
ま
た
学
生
は
わ
か

り
や
す
い
講
義
を
好
み
、
概
念
を
教

え
て
い
て
も
早
く
演
習
問
題
を
や
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が
り
、
教

員
の
多
く
が
困
惑
し
て
い
る
。

学
力
低
下
の
も
う
一
つ
の
要
因

は
、
大
学
院
入
試
に
も
あ
る
と
思

う
。
近
年
は
各
大
学
と
も
選
択
科
目

の
中
か
ら
二
つ
程
度
を
選
ぶ
だ
け

で
合
格
さ
せ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、

先
生
の
名
前
の
数
だ
け
の
科
目
を
す

べ
て
勉
強
し
な
け
れ
ば
合
格
で
き
な

か
っ
た
。
全
体
を
勉
強
し
て
こ
そ
、

初
め
て
機
械
工
学
と
い
う
も
の
が
わ

か
る
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

大
阪
大
学

学
際
融
合
教
育

2
0
0
5
～
6
年
の
『
魅
力
あ

る
大
学
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
で

は
、
大
阪
大
学
は
他
大
学
に
先
駆
け

て
理
工
農
系
で
７
件
、
う
ち
工
学
研

究
科
で
は
５
件
の
採
択
を
受
け
た
。

ま
た
2
0
0
6
年
度
に
は
３
件
、

う
ち
工
学
研
究
科
で
は
２
件
が
採
択

さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ

ま
で
の
研
究
重
視
か
ら
、
教
育
も
重

視
す
る
体
制
へ
と
方
向
転
換
を
図
っ

た
。大

学
教
育
で
は
、
基
礎
学
力
は
も

ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、
教
養
や
国
際

性
、
総
合
的
に
考
え
る
デ
ザ
イ
ン
力

も
重
要
と
の
認
識
の
下
、
空
間
的
視

野
の
涵
養
、
専
門
以
外
の
こ
と
に
つ

い
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
れ
る
よ

う
に
と
、
大
学
院
高
度
副
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
っ
た
の
も
こ
の
時
期
の
す
ぐ

後
だ
。
主
専
攻
と
は
別
に
、
８
単
位

で
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
取
れ
ば
修
了

証
を
出
し
、
14
単
位
取
れ
ば
副
専
攻

を
修
了
し
た
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
年
度
、
高
度
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
を
申
請

し
て
い
る
学
生
は
7
3
4
名
で
、

こ
れ
は
修
士
課
程
1
年
生
の
４
分
の

１
に
あ
た
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
は
36

に
増
え
て
い
て
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に

則
し
た
文
理
融
合
分
野
に
属
す
る
も

の
な
ど
も
多
い
。

て
み
た
。
高
校
の
理
科
で
は
、
昭
和

35
年
度
版
の
教
科
書
に
比
べ
て
平

成
14
年
度
版
は
と
て
も
薄
い
。
増
え

た
の
は
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

や
科
学
技
術
な
ど
、
理
系
と
は
直
接

関
係
な
い
一
般
的
な
知
識
で
、
本
当

に
必
要
な
物
理
の
内
容
は
大
幅
に

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
弊

社
や
自
動
車
産
業
、
ま
た
将
来
の

電
気
自
動
車
の
開
発
な
ど
に
必
要

な
物
理
的
な
項
目
、
つ
ま
り
熱
量
、

比
熱
、
力
の
合
成
、
線
膨
張
、
体
膨

張
、
３
力
の
つ
り
合
い
な
ど
に
削
除

さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
30
年
間

遡
っ
て
社
員
に
聞
い
て
み
る
と
、
最

近
に
な
る
ほ
ど
こ
れ
ら
に
つ
い
て

学
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
。
こ
れ
は
一
企
業
で
ど
う
な
る

も
の
で
は
な
く
、
国
の
教
育
制
度
そ

の
も
の
を
改
め
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
最
近
は
環
境
問
題
も

あ
っ
て
、
燃
焼
な
ど
の
化
学
の
基
本

的
な
と
こ
ろ
も
学
ん
で
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
酸
化
、
還
元
な

ど
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
な
い
人

が
多
い
。

計
算
問
題
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
当
初
、
誰
も
信
じ
て
く
れ
な

か
っ
た
か
ら
、
あ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク

に
依
頼
し
て
中
部
地
区
で
調
査
し

た
。
結
果
は
計
算
力
が
劣
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
本
来
、
理
系
の
方
が
得

意
な
は
ず
の
分
野
で
も
、
文
系
出
身

者
よ
り
正
答
率
が
低
い
場
合
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら

に
由
々
し
き
こ
と
は
、
家
庭
用
電

源
や
単
３
乾
電
池
、
自
動
車
用
バ
ッ

テ
リ
ー
の
電
圧
を
、
選
択
肢
で
答

え
さ
せ
て
も
で
き
な
い
若
者
が
多

か
っ
た
こ
と
だ
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー

へ
入
る
の
に
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧

が
わ
か
ら
な
い
の
が
25
％
、
弊
社
で

も
２
、
３
割
だ
っ
た
。
単
３
電
池
で

15
％
、
家
庭
用
電
源
を
知
ら
な
い
の

も
10
％
も
い
る
。
わ
か
ら
な
い
社

員
に
は
す
べ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る

が
、
書
き
間
違
い
な
ど
で
は
な
く
、

や
10
点
し
か
取
れ
な
け
れ
ば
ど
ん

な
に
ハ
キ
ハ
キ
し
た
元
気
な
学
生

で
も
落
と
す
こ
と
に
し
た
。
成
績
の

悪
い
学
生
を
入
れ
て
教
育
し
て
も

時
間
の
ム
ダ
だ
と
。
そ
こ
で
辛
う

じ
て
平
均
点
が
51
点
に
な
っ
た
。

2
0
1
1
年
も
、
半
分
に
抑
え
た

せ
い
か
、
平
均
点
は
57
点
に
上
が
っ

た
。
し
か
し
こ
れ
で
も
昔
に
比
べ
る

と
満
足
で
き
る
結
果
で
は
な
い
。

結
果
を
詳
し
く
分
析
し
て
み
る

と
、
計
算
能
力
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ

ど
変
化
し
て
い
な
い
が
、
分
数
計
算

に
な
る
と
途
端
に
落
ち
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
ま
た
表
面
積
を
求
め

る
問
題
は
半
分
し
か
で
き
て
い
な

実
際
に
知
ら
な
い
の
だ
。
こ
れ
が
日

本
の
現
状
で
、
そ
の
上
で
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
今
悩
ん
で
い
る
と
こ

ろ
だ
。

弊
社
で
は
、
新
入
社
員
は
約
４
カ

月
給
与
を
払
っ
て
、
高
校
や
大
学

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
再
教
育
す

る
。
後
で
ど
ん
な
学
生
が
伸
び
た
か

を
検
証
す
る
と
、
数
学
で
は
な
く
、

物
理
と
の
相
関
が
顕
著
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
他
の
教
科
で
も
調

べ
た
が
そ
れ
ほ
ど
相
関
は
な
か
っ

た
。
講
義
の
内
容
は
ど
れ
も
高
校
、

大
学
の
教
育
内
容
の
復
習
の
よ
う

な
も
の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
状
況
が

日
本
の
国
際
競
争
力
を
な
く
し
て

い
る
大
き
な
要
因
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
な
ん
と
か
教
育
を

根
本
的
に
見
直
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。
さ
す
が
に
給
与
を
払
っ
て
、
い

つ
ま
で
も
再
教
育
は
で
き
な
い
か

ら
だ
。

現
在
、
も
う
一
つ
わ
れ
わ
れ
が
直

面
し
て
い
る
難
し
い
問
題
は
、
宿
題

も
出
せ
な
い
こ
と
だ
。
今
で
は
、
宿

題
は
業
務
指
示
に
当
た
る
か
ら
と

全
て
残
業
に
な
る
。
考
え
て
き
て
下

さ
い
だ
け
で
も
ダ
メ
で
、
何
も
か
も

が
が
ん
じ
が
ら
め
だ
。
当
然
、
い
つ

ま
で
も
日
本
に
し
が
み
つ
い
て
い

る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
中
国
の
工

場
で
は
、
先
日
も
土
日
に
教
育
し
て

ほ
し
い
と
、
2
0
0
人
の
社
員
の

う
ち
1
0
0
人
が
自
主
的
に
勉
強

し
に
会
社
に
来
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る

と
、
海
外
で
開
発
を
加
速
す
る
企
業

の
心
境
は
よ
く
わ
か
る
。
し
か
し
、

日
本
が
ダ
メ
に
な
っ
て
は
困
る
こ

と
も
確
か
だ
。
私
の
個
人
的
な
思
い

だ
が
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
が

弱
体
化
し
て
き
た
今
、
自
動
車
産

業
と
し
て
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や

E
V
を
日
本
が
し
っ
か
り
開
発
し

て
、
死
守
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

い
。
電
卓
を
使
わ
ず
に
三
桁
の
掛
け

算
を
す
る
と
正
解
率
が
落
ち
る
よ

う
だ
が
、
こ
れ
に
は
「
円
周
率
は

３
」
が
効
い
て
い
る
の
か
、
と
て
も

情
け
な
い
結
果
だ
。
文
章
題
が
で
き

な
い
の
は
日
本
語
の
読
解
力
が
落

ち
て
い
る
か
ら
で
、
日
本
語
も
危

な
い
。
英
語
よ
り
日
本
語
が
先
だ
。

本
を
読
ま
な
い
の
が
原
因
だ
ろ
う

と
、
社
長
以
下
、
本
を
読
め
と
機

会
あ
る
ご
と
に
言
っ
て
い
る
。
証

明
問
題
に
至
っ
て
は
５
人
に
一
人

し
か
で
き
な
い
。
2
0
0
6
年
、

2
0
0
7
年
、
2
0
0
8
年
と
ど

ん
ど
ん
下
が
る
一
方
だ
。

ゆ
と
り
教
育
に
つ
い
て
も
調
べ

年
入
社
の
人
た
ち
が
53
点
、
以
後
49

点
、
45
点
と
毎
年
３
点
ず
つ
下
が
っ

て
い
る
。
恥
ず
か
し
い
話
だ
が
、
お

そ
ら
く
同
業
他
社
さ
ん
で
も
状
況

は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。

弊
社
の
新
卒
採
用
数
は
約

2
0
0
名
。
2
0
0
9
年

は

1
9
6
名
、
2
0
0
8
年

は

1
9
2
名
で
、
８
割
が
国
立
及
び

ト
ッ
プ
私
立
大
学
の
大
学
院
出
身

者
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
2
0
1
0

年
に
は
平
均
点
が
41
点
に
な
る
と

思
っ
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
厳
し

い
年
だ
っ
た
た
め
、
採
用
が
半
分

の
1
0
0
名
に
抑
え
ら
れ
た
。
そ

こ
で
算
数
、
物
理
の
テ
ス
ト
で
０
点

の
は
若
手
技
術
者
と
熟
練
技
術
者
、

さ
ら
に
は
受
け
入
れ
先
の
高
校
側
の

熱
意
で
あ
る
。
人
材
育
成
に
は
途
方

も
な
い
時
間
が
か
か
り
、
一
朝
一
夕

に
事
は
進
ま
ず
、
長
期
間
の
地
道
な

取
組
が
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
、

社
会
全
体
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
切
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

※
１　

横
浜
国
立
大
学
の
例

高
校
・
教
育
委
員
会
と
の
連
携
：
県
内
高

校
代
表
者
と
本
学
執
行
部
の
連
絡
協
議

会
開
催
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、模
擬

講
義
・
出
前
講
義
の
実
施
。

学
部
講
義
の
高
校
生
へ
の
解
放
：
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
接
続
、
高
大
連
携
に
関
す
る

勉
強
会
設
置
、神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、

横
浜
市
教
育
委
員
会
と
の
連
携
。

産
業
界
と
の
連
携
：
包
括
連
携
に
基
づ

く
教
育
研
究
活
動
の
実
践
。

※
２　

協
力
高
等
学
校

神
奈
川
県
立
柏
陽
高
校
、西
湘
高
校
、横

須
賀
高
校
、厚
木
高
校
、座
間
高
校
、鎌

倉
高
校
、小
田
原
高
校
、横
浜
緑
が
丘
高

校
、市
立
桜
丘
高
校
、北
杜
市
立
甲
陵
高

校
、聖
光
学
院
高
校

※
３　

連
携
企
業
群

日
産
・
東
芝
、
I
H
I
、
I
H
I
マ
リ

ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、J
F
E
ス
チ
ー
ル
、

旭
硝
子
、味
の
素
製
薬
、三
井
造
船
昭
島

研
究
所
、富
士
通
、鹿
島
、
J
I
C
A

※
４　

実
施
テ
ー
マ
例　

若
手
技
術
者

の
提
案

⑴
空
飛
ぶ
力
の
源
―
―
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
と
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み

と
そ
の
開
発
現
場

本
井
久
之
氏
・
I
H
I
と
檜
佐
彰
一
氏
・

機
械
学
会
、森
下

⑵
ロ
ボ
ッ
ト
―
―
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
く
仕

組
み
と
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
仕
事
の
面

白
さ
―
―

香
月
理
絵
氏
・
東
芝
と
機
械
学
会
技
術

者
、前
田
雄
介
准
教
授

⑶
ク
ル
マ
の
動
き
を
制
御
す
る
面
白
さ

と
難
し
さ　

鈴
木
卓
馬
氏
・
日
産
と
松

尾
宏
氏
・
機
械
学
会
、森
下

⑷
超
大
型
ガ
ラ
ス
の
輸
送
技
術
―
―
液

晶
テ
レ
ビ
工
場
の
自
動
化
技
術
―
―　

横
浜
真
誠
氏
・
I
H
I
、森
下

⑸
モ
ノ
が
壊
れ
る
仕
組
み
―
―
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
が
壊
れ
な
い
た

め
の
工
夫
―
―

大
森
隆
広
氏
・
東
芝
と
花
宮
俊
彦
氏
・
機

械
学
会
、福
富
洋
志
教
授

⑹
電
気
自
動
車
の
開
発
現
場　

―
―

バ
ッ
テ
リ
ー
の
役
割
と
そ
の
未
来
―
―

松
山
千
鶴
氏
・
日
産
と
渡
邉
正
義
教
授

⑺
薬
が
効
く
し
く
み
～
新
薬
創
出
の
面

白
さ
と
難
し
さ
～

山
元
崇
氏
・
味
の
素
製
薬
と
竹
林
氏
・
日

本
化
学
会
、浅
見
真
年
教
授

⑻
ど
の
よ
う
な
化
学
反
応
で
鉄
は
で
き

る
の
か
―
―
環
境
負
荷
低
減
に
挑
む
鉄

鋼
プ
ロ
セ
ス
―
―

水
野
玲
子
氏
・
J
F
E
ス
チ
ー
ル
と
藤

林
晃
夫
氏
・
鋼
鉄
協
会
、梅
澤
修
教
授

⑼
も
の
の
強
さ
の
秘
密　

―
―
原
子
レ

ベ
ル
の
目
で
は
が
ね（
鋼
）の
強
さ
の
起

源
に
迫
る
―
―

仲
道
治
郎
氏
・
J
F
E
ス
チ
ー
ル
と
細

谷
佳
弘
氏
・
鉄
鋼
協
会
、梅
津
修
教
授

⑽
巨
大
船
は
こ
の
よ
う
に
し
て
造
り
上

げ
る

井
上
智
文
氏
・
I
H
I
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
と
船
舶
海
洋
工
学
会
、
村
井
基

彦
教
授

⑾
波
を
使
っ
て
水
面
に
文
字
を
描
く

奥
山
悦
郎
氏
・
三
井
造
船
昭
島
研
究
所

と
松
原
直
哉
氏
、村
井
基
彦
准
教
授

⑿
誰
も
知
ら
な
い
ガ
ラ
ス
の
は
な
し　

土
屋
博
之
氏
・
旭
硝
子

⒀
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
つ
く
る
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
つ
く
る　

柳
井
修
司
氏
・
鹿

島
建
設

⒁
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
電
子

ペ
ー
パ
ー
ま
で　

佐
々
木
博
氏
・
富
士

通⒂
地
球
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー　

保
土
塚
梢
氏
・
I
H
I
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お坊先生の

テツガク
入門

 大学発　お宝発見！
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　吾輩の主人は教師である。つまり『吾輩は

猫である』における夏目漱石の分身の苦沙弥

先生と同じ職業である。その苦沙弥先生を我

らが「猫」氏はかくの如く描写する。「吾輩は

時々忍び足に彼の書斎を覗いて見るが、彼は

よく昼寝をしている事がある。時々読みかけ

てある本の上に涎
よだれ

をたらしている。・・・吾輩

は猫ながら時々考えることがある。教師とい

うものは実に楽なものだ。人間と生まれたら

教師に限る。こんなに寝ていて勤まるものな

ら猫にでも出来ぬことはないと。それでも主

人に云わせると教師ほどつらいものはないそ

うで彼は友達が来る度に何とかかんとか不

平を鳴らしている。」

　吾輩の主人も大同小異、吾輩よりも寝てい

る時間は長いのではあるまいか。それでいて

つらいと嘆くことは人後に落ちない。時に何

を思い立ったか、西洋のクラシックなる音楽

をステレオなる機械で聴こうとするのである

が、聴いているのは最初の5分ほどで結局は

寝ているのである。しかし、このあいだ主人が

ベートーヴェンの第5交響曲「運命」をステレ

オで聴き出した時には胆をつぶした。まるで

近所のミケ君とタマ君がいきなり喧嘩し出し

たような大
だいおんじょう

音声で始まり、終わるときには隣

町のクロ氏もその喧嘩に加わったような大

騒ぎで終わるのである。我ら猫族でも、喧嘩

をするときは最初に「う～」とうなってのち頃

を見計らって取っ組み合いを始め、そして「今

日はこれまで」と穏やかに引き取るのである。

あのようにいきなり始め、大騒ぎして終わる

のは、心臓にまことによくない。

　しかし、あれだけ大騒ぎの曲となるとさす

がの主人も寝てはいられないのか、スピー

カーに向かって始終腕を上げ下げしていた。

なんでも指揮の真似事らしい。いったい何が

悲しゅうてあのような大騒ぎをせねばならん

のか。眠気覚ましにはよいのかもしれんが、し

かし、始まるにしても終わるにしても、もう少

し穏やかにできんものか、と考えつつ吾輩は

始まりと終わり

昨秋から勤めはじめた大谷大学文学部で同僚となった
のが、このお坊さんセンセー。頭が柔らかく、桁違
いの人情家。猫のように地べたを這いまわるユニー
クなテツガク談義に加え、文体模写をはじめさまざ
まな文体を自由自在に操るワザにはいつも驚かされ
ます。人生を考えるヒント、文章作法のお手本とし
てもお薦めします。

大谷大学教授   前大阪大学総長　鷲田　清一

午睡を貪るのである。ムニャムニャ。

＊＊＊

　たしかに勉強しながら居眠りすることは

あります。しかし「教師というものは実に楽な

ものだ」という猫氏の意見には賛同しかねま

す。苦沙弥先生の頃の教師は楽だったかも知

れませんけど、現代の教師は高校でも大学で

もなかなか大変です。うちのネコ氏にもその

へんをご理解いただきたい。が、生徒諸君、学

生諸君が活き活きと学ぶ姿を見ることがで

きれば、その大変さも吹っ飛び、教師というの

も楽ではないが楽しい職業だなと元気にな

ります、ほんとに。

　さて、ベートーヴェンの「運命」、あのジャ

ジャジャジャーンで始まる交響曲はネコ氏を

びっくりさせたようですね。フランス革命以

降、貴族より市民が中心となりだした頃の

ヨーロッパ社会の音楽は、なぜあのように勇

ましく始まり大騒ぎして終わったのでしょう

その2

お坊先生こと 門脇　健
大谷大学文学部哲学科教授

Profile
１９５４年生まれ。京都大学文学部卒業後、同大学大学院文学
研究科（宗教学専攻）博士課程満期退学。福井工業高等専門
学校助教授などを経て、2002年より現職。宗教学概論やドイツ
語講読演習（ヘーゲル『精神現象学』）や１年生ゼミなどを担当
している。大谷大学の 「哲学科教員ブログ」もＣKPのハンドル
ネームで担当。編著に 『揺れ動く死と生』（晃洋書房）、翻訳に
フロイト「トーテムとタブー」（フロイト全集第１２巻、岩波書店所
収）など。福井県立武生高等学校出身。

　カナダ屈指の名門州

立大学・トロント大学の

故チャールズ・ベスト教

授。血糖を下げるホルモ

ン「インスリン」を発見

した研究チームの一員で

す。この世紀の大発見

につながる研究は、大

学の夏休みの時期に始

まったこともあり、研究

手伝いとして２人の成績

優秀な学生が候補に挙がっていました。それがベストと

ノーブル。どちらがこの素晴らしい研究のお手伝いをする

か、２人はコインで決めたそうです。世紀のくじ引きでし

たが、結果、その幸運はベストの手に。やった！歓喜

の医学生ベスト。で、大発見！コイン 1 つがもたらした

歴史的サクセスストーリーですね。

　しかし！ここからは私の勝手な推察です（ベスト先生、

ごめんなさい）。コインがベスト先生を選んだ時、若干

21 歳の学生である彼は本当に喜んだのでしょうか。そ

の時点で研究がそんな大発見に結びつく保証なんてあ

りません。「げ、マジか

よ！夏休みつぶして研

究かよ！超ダルいんです

けど」（あくまで空想）。

一方、小躍りするノーブ

ル。「よっしゃあ！夏休み

楽しむぜ！ま、頑張れよ、

ベスト。助かった～」（も

はや妄想）・・・がっくり

肩を落とし、老朽化の進

んだ大学の研究室にとぼ

とぼ向かう若き日のベスト先生。気分はドナドナ状態で

す。・・・でも、大発見しちゃいました。

　人生、こんなもんだと思います。何が幸いするかわか

りません。人生の岐路で不本意な道にあたることもある

でしょう。しかし、どの道を進んでも、神様は粋なプレゼ

ントを1 つは置いてくれているものです。人生はこのプレ

ゼントを探すゲーム。ですから、私は人生の岐路では、

なすがままに、Let it be です。

　あ、でも、私はまだプレゼントもらってないなぁ・・・やっ

ぱり努力は必要なんですね。

Doctor A の雑記帳 いろいろな医学的な話題・興味ある出来事をツラツラと・・・・・

講師：Doctor A　医師・医学博士。神戸市出身。私立灘高等学校出身。大阪大学医学部卒業。大阪大学医学部付属病院、ハーバード大学研究員、大阪
大学老年・腎臓内科学准教授を経て、森ノ宮医療大学保健医療学部教授。専門は循環器学、老年医学、分子生物学、遺伝子治療学。

人 生 の 岐 路
森ノ宮医療大学 提供

　ナーガールジュナコンダ遺
跡は、インド南東部のアーンド
ラ・プラデーシュ州に所在し、３
世紀前半からこの地で繁栄し
たイクシュヴァーク朝が都を築いた場所である。宮殿施設のほかに、ヒンドゥー
教や仏教に係わる多くの寺院が建造された。この作品は、その素材や様式か
ら、ナーガールジュナコンダ遺跡の仏教寺院から出土したものと考えられる。
　釈迦がマーラ（魔王）とその軍勢（魔衆）を退けて悟りを開く場面が、画面
左上に浮彫りされているが、もっとも大きな特徴は、釈迦の姿が直接的には
表されていないことである。菩提樹と、その下に表現されている椅子型の宝座
が、そこに釈迦が存在することを暗示している。その周囲には、宝座に向かっ
て降下せんとする魔衆や、逆に悟りを開いた釈迦に打ち負かされ、背中を向け
て逃げ惑う魔衆の姿がユーモラスに表されている。左で弓のようなものを持つ
人物はマーラ本人であろうか。
　３世紀といえば、ガンダーラ地域ではすでに大量の「仏像」が制作され、釈
迦を人間の姿で表わすことが通例となっている時代で、その影響は南インドに
も及んでいた。このナーガールジュナコンダ遺跡においても、釈迦を具象的に
人間の姿で表わした浮彫が多く出土している。それにもかかわらず、本例のよ
うにインドで伝統的な「釈迦の象徴表現」を継承した作品も同時期に制作さ
れていることは非常に興味深い。

特別展「仏教の来た道」（～７月１６日）にて展示中

「降
ご う ま

魔成
じょうどう

道」浮彫 龍谷ミュージアム蔵

ナーガールジュナコンダ出土
３世紀　石灰岩　
高21.8×幅39.6 cm

か？ そのような始まり方、終わり方はその後

ずーっと続いています。ですから、ビートルズ

が「愛こそはすべて」を1967年に衛星中継で

全世界に発表したとき、私たちはびっくりし

たのです。ビートルズのメンバ―や他のミュー

ジシャンがうろうろしているうちにフランス国

歌が聞こえたかと思うとコーラスが始まり、

終りの方はビートルズのかつてのヒット曲な

どがだらだらと続いて、どこで終わったのか

子の結合さえもが「花火」「いのちの太陽」と

して美しく歌われています。そして、その終り

も。自分の始まりと終わりを確かめながら生

きようとする自立した市民の生き方です。つ

まり、輪郭線をクリアに引こうとするのが近

代のヨーロッパ的な個人のあり方だったので

す。しかし、あまりに個人が自分の輪郭をはっ

きりさせることだけにエネルギーを集中させ

ると世の中がギスギスしてきます。ですから、

ビートルズは「愛」を唄うとき、個人と個人を

区別する輪郭線をちょっと曖昧にしたのです

ね。個人のはっきりとした輪郭をもちつつ、し

かし他者とつながっているというあり方、これ

が21世紀型の地球市民、いや宇宙市民の生

き方のように思います。

　確かに私たちの人生はどこかの時点で区

切られる。またそれぞれの人生もいくつかに

区分される。しかし、それらの区分は孤立し

ているわけではなく、過去とも未来ともつな

がっている、そんな始まりと終わり、そしてつ

ながりの重
コラージュ

層的な時間感覚を磨くべきでは

ないでしょうか。

よく分からなかったからです（原題はAll you 

need is love。しかしこの場合、Allを「すべ

て」と訳しては意味が通りません。「君が必要

とするのは愛だけなんだ」と限定の意味で訳

すべき。辞書や文法書でAllという代名詞の

使い方を研究しておきましょう）。しかし、民族

音楽などはカウントを取りながら始めたり音

合わせをしているうちに始まったり、そして終

わるときはみんなで拍手しながらなんとなく

終わるのが普通です。ちょうど「私」が気がつ

いたら始まっていて知らないうちに終わるよ

うに（終わりは確かめたことないですが、きっ

とそうだと思います）。なぜ、19世紀から20

世紀半ばまでの音楽は始めと終わりがクリ

アに区切られるスタイルが主流だったので

しょうか？

　20世紀半ばに活躍したフランスの詩人

ジャック・プレヴェールに「祭」というタイトル

のこんな詩があります（小笠原豊樹訳）。

　「おふくろの水があふれるなかで／ぼくは

冬に生まれた／一月の或る夜のこと／数カ月

前の／春のさなか／ぼくの両親（ふたおや）の

あいだに／花火があがった／それはいのち

の太陽で／ぼくはもう内部（なか）にいたのだ

／両親は僕の体に血をそそいだ／それは泉

の酒だった／酒蔵の酒ではない／／ぼくもい

つの日か／両親とおなじく去るだろう」

　自分のこの世への誕生、そして精子と卵



Passionate learning
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　第五回目の「Passionate Learning」は、MEXT（文部科学省）主催するスーパー
サイエンスハイスクール (SSH)プロジェクト活動をしてきた私たちの経験を語り、最終
回とさせて頂く。今まで、教育関連の職員、校長、学校運営スタッフや教員、そして前回
は学生に焦点を当てた。今回は、私たちが学んだこと、そして今後の改善点を提案す
る。
　国、地方教育関連の職員の方々には、大きな拍手を送りたい。新しいアプローチへ
熱心に取組んでいる。今後、更なる変革を支援してほしい。とても感銘したのは、地方
の学校職員、そして教育委員の方々が、他で成功を収めている新メソッドを自分たちの
学校、団体のカリキュラムにも取り入れようとの意欲がとても強いことだ。学んだことを
他の地方職員、教員の方 と々共有することを提案したい。こうして、横のつながりを強く
することで、皆が恩恵を享受することとなる。革新的視点を持った職員だからこそ、１人
の教員が見る生徒数の比率を、現状の先生１人対生徒３０～４０人の比率を下げる
方法を見つけるだろうと、私たちは確信している。比率改善することで、教育の本質を
豊かにし、そして質向上につながるはずだ。
　校長、教員そして学校スタッフの方々は、経験に支えられた識見と温かく、強固な支
援を私たちにくださり、深謝する。私たちからの願いと提案は、こうした学校長が、他の
学校長と情報交換を活発に行ってほしいことだ。生徒や教員にとって有意義な成果を
もたらしたセミナーや特別クラスについて共有してほしい。学びは、終わりがない。継続
し続ける人生のプロセスだ。練習することで、技を磨くことと変わりがない。学校長が、
リーダーシップ、チーム作り、そしてモチベーション向上維持の講習を経験することは、
素晴らしいと信じる。そしてそこで学んだことを教員と分ち合うことで、価値が倍増する。
ここにも、金言「真に何かを学び、精通したいと思えば、それを人に教えることだ」が当
てはまる。
　ひたむきなプロフェッショナルである教員の方 と々、一緒に活動できることは、私たち
を謙虚にさせ、誇りで心を熱くさせる。暫し、教員を企業での上司、生徒をその部下とし
てみる。上司が少なくとも１６０人の部下を持つ状態を想像してほしい。その上司が、
各部下の進歩を監督し、記録し、年に２回以上の各部下に関する詳細な報告書を作
成せねばならない。これ全部を、秘書なしでこなす！　これが、通常の教員が要求され
る職務事項なのだ。だからこそ、提案したい！　退職された教員をアシスタントとして、有
効利用することだ。こうした退職教員は、対応しきれない書類処理を手伝うだけでなく、
経験に裏打ちされた助言を与えることができる。教員志望の大学生も、事務処理、授
業のアシスタントとして有効利用すべきだ。こうしたアイディアにより、本来の職務である

「教える」ことをに教員が専念できる時間が増えるだろう。
　今度は、学生に目を向けよう。最善を尽くし、成功を収めたいと願っているのは、どの
学生も同じた。学んでいることの重要性を明確にし、それが学生といかにつながってい
るか、それにより学生がどんな恩恵を受けてるいるかを明白にした時、学生は熱心に反
応し、学ぶ意欲を更に強くする。型にはまった応答よりも、想像力を駆使し、ユニークな
発想をし、あえて危険を冒すことの必要性を学ぶべきだ。創造力養成として、解決策を
生み出す訓練とその解決策を実行に移す訓練を高校のカリキュラムに組むことを提案
したい。こうした実践的技術は学生が熱望していることだ。高校１年生が年間カリキュ
ラムとして、こうした訓練を組み込み、２年時に、それを基にディベート／交渉技術コー
スとアップグレードすることも可能だ。成功といえる問題解決や交渉の鍵は、新しい革
新的な論点を出しつつ解決策を見つけ、交渉を進めることに他ならない。
　数えきれない、プロの教育者である文部科学省職員と教員の方々に、たくさんのサ
ポートを頂き、心より感謝の意を表したい。そして、最後に、 共に鍛練し、勇気をくれた、
日本の将来を背負う学生のみなさんへ感謝する。日本の将来を築くすばらしい努力と
業績を、私たちはこの目で、この魂と体で、体感してきた。その役割をさせて頂けること
は私たちの誇りだ。ありがとう！

青 い 目 の 熱 血 授 業 最終回

科学を愛し、自らの思いを積極的に発信するために
青い目から見て、日本の教育、高等学校、はたまた高校生はどう見えるか。どうすれ
ば科学を愛し、自らの考えを積極的に発進できるようになるのか。サイエンスコミュニ
ケーターとして、主にSSHに指定されている高等学校を中心に、熱血授業を続ける
ヴィアヘラ―・ギャリーさんと、ヴィアヘラー・幸代さんに、熱く語ってもらいました。

幅広い研究テーマについて、第一線で活躍する研究者・技術者から本格的な講義・実験・実習が受
けられる合宿プログラム。会場は、全国の大学・公的研究期間、民間企業等（63会場）。それぞれ
8 ～40名の定員で、さまざまなプログラムが提供されます。より深く学びたい人のために、3泊4
日以上の「サイエンスキャンプＤＸ（deepen & extend）」も実施されます。

開 催 日：２０１２年７月２３日～８月２６日の期間中の２泊３日～５泊６日
対　　象：高等学校、中等教育学校後期課程または専門学校（１～３学年）
定　　員：受け入れ会場ごとに８～４０名
参 加 費：２０００円（食費の一部に充当）
　　　　　プログラム期間中の宿舎や食事は主催者が用意します。
　　　　　※現地集合・現地解散です（自宅と会場間の往復交通費は自己負担）
応募方法：ホームページより募集要項・参加申込書をダウンロードの上、
　　　　　必要事項を記入して事務局宛送付ください。
応募締切：２０１２年６月１４日（木）必着
主　　催：独立行政法人 科学技術振興機構　共催：受入実施機関　

プログラム内容などの詳細はサイエンスキャンプホームページ
　http://rikai.jst.go.jp/sciencecamp/camp/

応募・問い合わせは下記サイエンスキャンプ本部事務局まで
（公財）日本科学技術振興財団　振興事業部内

TEL: 03-3212-2454  FAX:03-3212-0014  E-mail:camp@jsf.or.jp

高校生のための先進的科学技術体験合宿プログラム

サマー・サイエンスキャンプ 2012
参加者募集！

紙 面 の 都 合 上 、前 号 掲 載 できな か った 日 本 語 訳 をご 紹 介します 。

９月８日（土）

国際教育学会・京都大学経済研究所共催シンポジウムが
９月８日（土）　　京都大学百周年時計台記念館２階にて開催決定！

１３：００〜１５：００　国際教育学会第7回総会
１５：００〜１８：００　シンポジウム
シンポジウムの詳細につきましては、後日、お知らせいたします。

プログラム



雑賀　恵子 大阪教育大学附属高等学校天王寺学舎出身。京都薬科大学を経て、京都大学文学部卒業、京都大学大学院農学研究科博士課程修了。
大阪産業大学他非常勤講師。著書に『空腹について』（青土社）、『エコ・ロゴス　存在と食について』（人文書院）、『快楽の効用（ちくま新書）』。書　評

大学ジャーナル 12vol.992012年（平成24年）6月5日

の
都
市
経
済
学
や
地
域
経
済
学
は
、

都
市
は
予
め
あ
る
も
の
と
い
う
前
提

の
下
で
地
価
の
動
向
な
ど
を
分
析
し

て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
都

市
そ
の
も
の
の
変
貌
、
集
積
や
分
散

に
つ
い
て
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
新
し
い
経
済
学
的
視
点

と
し
て
、
都
市
経
済
学
、
地
域
経
済

学
、
そ
れ
に
国
際
経
済
学
を
統
合
し

た
新
地
理
経
済
学
と
も
呼
ば
れ
る
空

間
経
済
学
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

震
災
復
興
を
考
え
る

　

空
間
経
済
学
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ

け
で
な
く
、
近
年
は
多
数
の
集
積
都

市
が
点
在
す
る
中
国
で
も
、
積
極
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
日
本
国
内
で
も
震
災
復

興
や
、
未
来
の
国
土
形
成
な
ど
を
考

え
る
上
で
き
わ
め
て
有
効
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
日
本
の

基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
な
ど
の
部

品
の
製
造
工
場
が
被
害
を
受
け
、

国
内
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給

網
）
が
機
能
し
な
く
な
り
、
世
界
全

体
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま

し
た
。
じ
つ
は
1
9
9
0
年
代
以

降
、
メ
ー
カ
ー
各
社
は
国
内
の
輸
送

費
が
安
い
こ
と
か
ら
、
東
北
地
方
に

視
野
で
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
、
空
間
経
済
学
で
は
考
え
て
い
ま

す
。将

来
の
日
本
の
姿
を

考
え
る

　

1
9
9
2
年
、
日
本
は
O
E
C
D

諸
国
の
一
人
当
た
り
国
内
総
生
産

（
名
目
G
D
P
）
で
世
界
第
２
位

と
な
り
ま
し
た
。
為
替
レ
ー
ト
の

捉
え
方
に
よ
っ
て
は
、
第
一
位
だ
っ

た
と
す
る
見
方
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
失
わ
れ
た
20
年

を
経
て
、
2
0
0
7
年
に
は
18
位
へ

後
退
。
金
額
ベ
ー
ス
で
も
首
位
の
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
２
分
の
１
以
下
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
間
に
世
界
全
体
は
大

き
く
成
長
し
た
の
で
す
。

　

明
治
に
な
っ
て
、
日
本
は
東
京
へ

政
治
・
経
済
の
中
心
を
移
し
、
文
字

通
り
一
極
集
中
の
中
で
全
員
一
丸
と

な
り
、
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
途
中
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
敗

戦
と
い
う
足
踏
み
期
間
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
1
9
8
0
年
ま
で

は
立
派
に
機
能
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

P r o f i l e

1966年京都大学工学部土木工
学科卒業。72年ペンシルバニア
大学大学院博士課程地域科学
専攻修了。専門は都市経済学、地
域経済学、空間経済学。ペンシル
バニア大学地域科学部教授、京
都大学経済研究所教授、日本貿
易振興機構（ジェトロ）アジア経済
研究所所長などを経て、現職。京
都大学経済研究所特認教授、甲
南大学教授も兼務。共著に『日本
の産業クラスター戦略：地域におけ
る競争優位の確立』。山口県立山
口高等学校出身。

独立行政法人
経済産業研究所　所長
甲南大学　教授
藤田　昌久 先生

2008年にノーベル経済学賞を受賞したポール・クルー
グマン博士（Paul Robin Krugman）の名前を知っている
人はいても、彼とアンソニー・ヴェナブルズ（Anthony J. 
Venables）、そして日本の藤田昌久先生とが共同で執筆
した『空間経済学』（1999年）が、この新しい経済学の出
発点であることを知っている人は少ないかもしれません。
空間経済学とは何か、またそこから見えてくる世界や日
本の未来を、藤田昌久先生に語っていただきました。

空
間
経
済
学

空
間
経
済
学
と
は

　

東
京
一
極
集
中
と
、
そ
の
対
極
で

あ
る
地
方
の
地
盤
沈
下
と
が
近
年
よ

く
問
題
に
さ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
一
つ
に
は
、
国
が
意
図
的
に

そ
う
し
た
政
策
を
取
っ
て
き
た
か
ら

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
は
、
近
接
す
る
多
様
な
人
間
活

動
が
お
互
い
に
せ
め
ぎ
合
っ
て
生
ま

れ
る
集
積
力
が
関
係
し
て
い
る
、
こ

う
考
え
る
の
が
空
間
経
済
学
の
立
場

で
す
。

　

一
旦
大
き
な
都
市
が
形
成
さ
れ
る

と
、
そ
こ
で
は
生
産
性
が
高
ま
り
、

様
々
な
も
の
が
新
た
に
創
造
さ
れ
ま

す
。
消
費
も
活
発
に
な
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
も
次
々
と
生
ま
れ
ま
す
。
す
る
と

そ
れ
を
目
当
て
に
地
方
や
周
辺
部
か

ら
人
が
集
ま
り
、
そ
の
塊
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

が
あ
ま
り
進
み
す
ぎ
る
と
町
で
は
混

も
部
品
製
造
拠
点
を
設
け
、
そ
れ
が

世
界
で
も
有
数
の
拠
点
の
一
つ
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
集
積
の
で
き
る
プ
ロ

セ
ス
を
、
空
間
経
済
学
で
は
図
１
の

よ
う
に
表
し
ま
す
。
そ
し
て
生
産
活

動
に
お
い
て
一
旦
、
集
積
が
始
ま
る

と
、
図
２
の
よ
う
な
連
関
効
果
が
起

こ
り
、
そ
れ
が
雪
玉
の
よ
う
に
膨
ら

み
（
規
模
の
経
済
が
働
き
）、
競
合

相
手
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
な
状
態

を
作
り
出
す
（
ロ
ッ
ク
イ
ン
）
と
考

え
ら
れ
ま
す
。　

今
回
被
害
を
受
け

た
東
北
地
方
の
集
積
は
ま
さ
に
こ
の

よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

震
災
に
関
連
し
て
い
う
と
、
か
つ
て

国
際
的
な
ハ
ブ
港
と
し
て
図
２
の
よ

う
な
状
況
に
あ
っ
た
神
戸
港
が
、
阪

神
淡
路
大
震
災
に
よ
る
打
撃
か
ら
立

ち
直
る
間
に
、
そ
の
座
を
韓
国
の
釜

山
や
中
国
の
上
海
に
奪
わ
れ
、
そ
の

後
も
か
つ
て
の
地
位
を
取
り
戻
せ
て

い
な
い
と
い
う
苦
い
経
験
も
あ
り
ま

す
。
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

さ
い
わ
い
各
メ
ー
カ
ー
の
努
力
も

あ
っ
て
第
一
の
危
機
は
乗
り
切
っ
た

よ
う
で
す
が
、
東
北
地
方
の
真
の
復

興
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
長
期
的
な

　

し
か
し
欧
米
に
追
い
つ
い
た

1
9
9
2
年
以
降
、
そ
の
共
通
知
識

重
視
の
社
会
構
造
は
綻
び
を
見
せ
始

め
ま
す
。
目
の
前
に
欧
米
の
科
学
・

技
術
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
い
う

目
標
が
あ
る
時
は
、
こ
の
よ
う
な
手

法
は
極
め
て
有
効
で
し
た
が
、
お
手

本
の
な
い
世
界
で
求
め
ら
れ
る
の
は

様
々
な
個
性
が
ぶ
つ
か
り
合
う
中
で

生
ま
れ
る
創
造
力
だ
か
ら
で
す
。
そ

の
頃
か
ら
世
界
は
産
業
の
成
熟
化
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
で
、
知
識
集
約
型

の
産
業
し
か
競
争
力
を
持
た
な
く
な

り
始
め
、
日
本
は
、
持
ち
味
だ
っ
た

均
質
さ
ゆ
え
に
そ
の
流
れ
に
上
手
く

順
応
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
一
人
ひ
と
り
の
固
有
知
識
を

重
視
し
、
多
様
性
に
富
ん
だ
創
造
力

を
高
め
、
知
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開

拓
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

こ
と
が
肝
要
な
の
で
す
。

　

も
っ
と
も
明
治
時
代
の
日
本
や
、

戦
後
し
ば
ら
く
の
日
本
で
は
ま
だ
ま

だ
地
方
の
力
が
強
く
、
東
京
に
も
多

様
な
人
々
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
1
9
9
2
年
以
降
も
東
京

の
一
極
集
中
は
進
み
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
も
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
情
報
も
み
な

東
京
発
で
、
多
様
性
ど
こ
ろ
か
、
ま

す
ま
す
均
質
化
を
深
め
て
き
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
私
は

空
間
経
済
学
の
立
場
か
ら
一
つ
の
提

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
現

在
の
中
央
集
権
を
改
め
、
日
本
全

体
を
６
～
７
ブ
ロ
ッ
ク
ほ
ど
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
社
会
経
済

政
策
を
行
う
こ
と
を
目
指
す
《
廃
央

創
域
》
で
す
。
近
年
、
G
D
P
上

位
に
は
北
欧
諸
国
が
名
を
連
ね
て
い

ま
す
が
、
み
な
小
国
で
す
。　

フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
し
か
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

し
か
り
、
彼
ら
は
、
国
内
市
場
が
小

さ
い
分
、
世
界
を
視
野
に
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
、
強
い
国
際
競
争
力
を
持

つ
に
至
り
ま
し
た
。
翻
っ
て
国
内
に

１
億
人
以
上
の
人
口
を
抱
え
る
日
本

は
、
北
欧
諸
国
、
あ
る
い
は
韓
国
ほ

ど
に
は
、
海
外
市
場
を
開
拓
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
今

日
の
国
際
化
の
遅
れ
を
招
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
よ
く
よ
く
考

え
て
み
れ
ば
、
日
本
は
北
海
道
を
一

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
考
え
れ
ば
人
口
５

５
０
万
人
強
で
、
５
３
０
万
人
強
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ほ
ぼ
同
規
模
で

す
。
そ
こ
で
北
海
道
は
独
自
に
ロ
シ

ア
と
、
同
じ
よ
う
に
九
州
は
東
ア
ジ

ア
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ブ
ロ
ッ
ク
が
独
自
に
海
外
と
の
交
流

を
図
っ
て
い
け
ば
、
北
欧
諸
国
と
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。
ま
た
そ
の
こ
と
で
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
が
独
自
の
産
業
や
文
化
を
持
て

ば
、
お
互
い
に
競
い
合
う
こ
と
で
国

内
に
新
し
い
競
争
と
多
様
性
が
生
ま

れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

多
様
性
を
生
む
に
は
、
他
に
も
移

民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
方
法

や
、
女
性
の
活
躍
で
き
る
場
を
も
っ

と
広
げ
る
な
ど
の
方
法
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
障
害
の
あ
る
人
、

現
在
の
教
育
シ
ス
テ
ム
か
ら
落
ち
こ

ぼ
れ
た
人
た
ち
を
、
社
会
の
中
心
に

持
っ
て
く
る
よ
う
な
価
値
観
の
転
換

も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

空
間
経
済
学
に
限
ら
ず
、
今
、
経

済
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
も
経
済
活
動
を

対
象
と
す
る
以
上
、
経
済
学
は
人
間
の

進
化
に
合
わ
せ
て
進
歩
も
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
そ
れ
も

ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
性
豊

か
な
若
い
人
に
ど
ん
ど
ん
加
わ
っ
て
も

ら
い
、
も
っ
と
も
っ
と
新
し
い
経
済
学

が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

経済学
の　　ススメ

第❷回

歌 う 国 民
唱歌、校歌、うたごえ
渡辺　裕
中公新書、2010年

昔から習慣としてあること、伝統的なことやもの、その
社会に慣習的・常識的なこと―と思い込んでいる

が、実は近年になって創られたものだったということがある。
たとえば、昔の日本では神社で結婚式を挙げるのが普通
で、戦後、教会で挙げたり人前結婚式なんていうものが増
えて来たと思っているかもしれない。だが、江戸時代には祝
言の宴席はあっても神社仏閣での儀式はほとんどなく、明
治期に田中智学が仏前結婚式を提唱、キリスト教徒が教

会で結婚式を挙げるようになり、ようやく大正天皇が皇太
子のときに挙げた神前結婚式が民間にも広まっていったと
いうのが大まかな実状だ。
　歴史学や社会学の分野で語られる「創られた伝統」（ホ
ブスボーム）という見方がある。近代国家成立との関係で
うまれた国民を、精神的にも同じ国の国民として統合して
いくために、文化や社会、生活の面に染み通るような伝統
が創られていくというようなものだ。単に、国家が上から何か
を創るだけでは浸透しない。強制的に押し付けてもダメだ。
子どもたちへの教育を通して内面化したり、身体への型と
して摺り込ませたり、楽しさや快感といったものを通して植
えつける。そんな技術が必要となってくる。
　歌もそうだ。声を出して歌うのは気持ちがいい（ことが多
い）。みんなで歌うのも、なにかしらの一体感が生まれたりす
ることもある。歌詞や曲調により、情動も湧き上がってくる。
　そんなものに目を付けない手はなくて、近代国家生成期
の明治政府も、「国民づくり」（本書）の道具として、西洋音

楽導入に努めたのだ。だから、文部省唱歌には、日本の地
理や歴史、栄養や衛生観念といった、国民に必要だとす
る知識を読み込んだものや、はては納税や貯蓄奨励などと
いったものもある。とはいえ、歌う国民の方ももちろん一枚
岩ではないし、そうそうやわなものでもない。一方で旋律や
情動を受け入れながら、一方で、意味や旋律をずらしたり、
パロディ化したりして、換骨奪胎していく。また、本流に対抗
するような独自の歌も作られるし、それでなくとも、輸入物の
西洋音楽と接触しながら歌は変化し、作られ続けていく。
　「国民づくり」をするための大きな装置のひとつは、やは
り学校―教育という場所だ。音楽においても、授業だけで
はなく卒業式・入学式といった儀式で歌われる歌がなんで
あるか、その歴史やいまのありようがどういうものであるかを
振り返ってみるがいい。
　本書は、「上から」の国民化といったストレートな主張に
留まることなく、奇妙でへんてこりんな歌も紹介しながら、文
化というものの厚みを示唆している。

雑
が
激
し
く
な
っ
た
り
、
地
価
も
上

が
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を

嫌
っ
た
人
々
が
離
れ
て
い
き
、
極
端

な
場
合
は
都
市
の
衰
退
が
始
ま
り
ま

す
。
個
々
の
生
産
活
動
の
集
積
に
よ

る
《
規
模
の
経
済
》
と
、
広
い
意

味
で
の
輸
送
費
の
間
の
ト
レ
ー
ド
オ

フ
（
相
互
）
の
関
係
に
注
目
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
都
市
や
地
域
の
集

積
や
分
散
、
あ
る
い
は
国
際
間
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
の
変
遷
と
、
そ

れ
に
と
も
な
う
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変

化
を
分
析
す
る
の
が
空
間
経
済
学
な

の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
済
学
で
地
理
と
経

済
の
関
係
を
扱
う
分
野
と
し
て
は
、

都
市
の
経
済
を
考
え
る
都
市
経
済
学

と
都
市
を
含
む
ま
と
ま
っ
た
地
域
を

考
え
る
地
域
経
済
学
（
二
つ
併
せ
て

地
理
経
済
学
と
も
い
う
）、
ま
た
国

レ
ベ
ル
で
の
交
易
、
貿
易
を
分
析
す

る
国
際
経
済
学
（
国
際
貿
易
論
）
が

あ
り
、
両
者
は
独
自
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　

1
9
8
0
年
代
ま
で
は
、
た
と

え
ば
フ
ラ
ン
ス
は
パ
リ
、
イ
タ
リ
ア

は
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
を
中
心
に
、
国

内
に
す
べ
て
の
産
業
を
揃
え
る
と
い

う
、
１
セ
ッ
ト
主
義
が
一
般
的
で
し

た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
経
済
学
に
よ

り
対
応
で
き
て
い
た
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
1
9
9
0
年
の
E
U
統
合

に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
に
お
け
る
国

境
が
取
り
払
わ
れ
、
広
い
意
味
で
の

輸
送
費
（
直
接
的
に
物
流
に
か
か
る

費
用
だ
け
で
は
な
く
、
関
税
な
ど
も

含
む
）
が
下
が
る
と
、
他
国
に
比
べ

競
争
力
の
あ
る
も
の
は
国
内
で
、
競

争
力
の
な
い
も
の
は
国
外
か
ら
調
達

す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
生
産
の
集

中
、
生
産
設
備
の
集
積
と
、
そ
の
反

対
の
分
散
が
始
ま
り
ま
し
た
。
従
来

図1　生産活動のトライアングル

図2

普及技術型

先端技術型
量産

部品・素材
（中間財）

製造機械
（資本財）

交通・物流サービス

人材・技術・知識・資本

量産メーカーの
立地増

中間財・資本財
の生産

量産メーカーの
生産性上昇

中間財・資本財
メーカーの
立地増

後
方
連
関
効
果

前
方
連
関
効
果

規模の経済のも
とでの需要効果

中間財・資本財
の補完性



大学ジャーナル13 vol.99 2012年（平成24年）6月5日

ま
す
が
、
み
な
小
国
で
す
。　

フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
し
か
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

し
か
り
、
彼
ら
は
、
国
内
市
場
が
小

さ
い
分
、
世
界
を
視
野
に
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
、
強
い
国
際
競
争
力
を
持

つ
に
至
り
ま
し
た
。
翻
っ
て
国
内
に

１
億
人
以
上
の
人
口
を
抱
え
る
日
本

は
、
北
欧
諸
国
、
あ
る
い
は
韓
国
ほ

ど
に
は
、
海
外
市
場
を
開
拓
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
今

日
の
国
際
化
の
遅
れ
を
招
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
よ
く
よ
く
考

え
て
み
れ
ば
、
日
本
は
北
海
道
を
一

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
考
え
れ
ば
人
口
５

５
０
万
人
強
で
、
５
３
０
万
人
強
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ほ
ぼ
同
規
模
で

す
。
そ
こ
で
北
海
道
は
独
自
に
ロ
シ

ア
と
、
同
じ
よ
う
に
九
州
は
東
ア
ジ

ア
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ブ
ロ
ッ
ク
が
独
自
に
海
外
と
の
交
流

を
図
っ
て
い
け
ば
、
北
欧
諸
国
と
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。
ま
た
そ
の
こ
と
で
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
が
独
自
の
産
業
や
文
化
を
持
て

ば
、
お
互
い
に
競
い
合
う
こ
と
で
国

内
に
新
し
い
競
争
と
多
様
性
が
生
ま

れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

多
様
性
を
生
む
に
は
、
他
に
も
移

民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
方
法

や
、
女
性
の
活
躍
で
き
る
場
を
も
っ

と
広
げ
る
な
ど
の
方
法
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
障
害
の
あ
る
人
、

現
在
の
教
育
シ
ス
テ
ム
か
ら
落
ち
こ

ぼ
れ
た
人
た
ち
を
、
社
会
の
中
心
に

持
っ
て
く
る
よ
う
な
価
値
観
の
転
換

も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

空
間
経
済
学
に
限
ら
ず
、
今
、
経

済
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
も
経
済
活
動
を

対
象
と
す
る
以
上
、
経
済
学
は
人
間
の

進
化
に
合
わ
せ
て
進
歩
も
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
そ
れ
も

ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
性
豊

か
な
若
い
人
に
ど
ん
ど
ん
加
わ
っ
て
も

ら
い
、
も
っ
と
も
っ
と
新
し
い
経
済
学

が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

法政大学経済学部国際経済学科る
分
野
（
教
育
、医
療
、人
口
、栄
養
、

労
働
、
金
融
、
等
々
）
も
無
数
に
あ
り

ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
す
ぐ
れ
た

研
究
者
が
集
ま
る
大
き
な
分
野
と
な

り
ま
し
た
。昨
今
で
は
、行
動
経
済
学
・

実
験
経
済
学
な
ど
、
先
端
分
野
の
研

究
方
法
を
駆
使
し
た
研
究
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。
40
年
ほ
ど
前
、
お

手
本
と
す
る
研
究
者
も
ほ
と
ん
ど
い

な
い
中
で
、
手
探
り
で
授
業
を
し
て

い
た
頃
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

※
１　
「
マ
ク
ロ
経
済
学
」は
国
な
ど
の

経
済
全
体
を
取
り
扱
い
、「
ミ
ク
ロ
経
済

学
」
は
家
庭
や
個
人
な
ど
の
個
々
の
経

済
活
動
を
扱
う
。

※
2　

統
計
学
を
用
い
設
定
し
た
経
済

モ
デ
ル
が
妥
当
か
ど
う
か
実
証
分
析
を

行
う
。

開
発
経
済
学
を

学
ぶ
に
は

経
済
学
は
き
わ
め
て
体
系
的
な
学

問
で
、
仮
説
（
モ
デ
ル
）
に
従
っ
て
現

実
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
モ
デ

ル
指
向
あ
る
い
は
仮
説
か
ら
出
発
す

に
つ
ま
ず
く
と
な
か
な
か
先
へ
進
め

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
レ
ヴ
ェ
ル

に
応
じ
て
、
理
解
の
深
さ
や
論
理
の

緻
密
さ
、
ま
た
使
用
さ
れ
る
数
学
や

統
計
手
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
は
異
な
っ
て

い
ま
す
が
、
分
析
の
枠
組
み
自
体
は

同
じ
で
す
の
で
、
専
門
家
に
な
ら
な

い
以
上
、
初
級
な
ら
初
級
、
中
級
な

ら
中
級
で
経
済
学
の
全
体
像
を
し
っ

か
り
捉
え
て
お
け
ば
、
様
々
な
分
野

で
応
用
可
能
で
す
。
し
か
も
経
済
学

の
道
具
立
て
は
、
英
語
同
様
、
世
界

共
通
の
《
言
語
》
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
汎
用
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
世

界
の
ど
こ
へ
行
っ
て
仕
事
を
す
る
に

も
有
利
で
す
。

開
発
経
済
学
で
は
経
済
学
だ
け
で
な

く
、
自
分
が
対
象
に
し
た
い
国
の
歴
史

や
文
化
に
つ
い
て
も
学
ば
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
地
域
研
究
と
の
接
点
が
求

め
ら
れ
る
分
野
で
す
。
現
地
の
言
葉
を

習
得
で
き
る
な
ら
そ
れ
に
越
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
で
き
な
け

れ
ば
、
英
語
だ
け
で
も
使
え
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
で
す
。
英
語
は
、
開
発

経
済
学
に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
は
、
い
ず
れ
ど
こ
か
で
接
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な
に
学
ん
で

お
い
て
も
無
駄
に
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

開
発
経
済
学
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て

は
、
軸
と
な
る
自
分
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
持
つ
こ
と
も
重
要
で
す
。
私
の
場

合
は
イ
ン
ド
で
す
が
、
他
の
地
域
や

国
を
見
る
と
き
、
比
較
基
準
と
な
る

国
や
地
域
が
あ
れ
ば
自
信
を
も
っ
て

臨
め
ま
す
し
、
そ
れ
を
基
軸
と
す
れ

ば
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
は
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。

P r o f i l e

1947年東京生まれ。70年東京都立
大学経済学部卒業。75年法政大学
大学院社会科学研究科博士課程修
了。経済学博士。専門は開発経済学、
インド経済論、経済援助論。法政大学
経済学部助教授、アジア経済研究所
外部研究員などを経て、83年より現
職。東京都立駒場高等学校出身。

法政大学  経済学部
国際経済学科  教授
絵
え し ょ

所  秀紀 先生

裕福な家庭に生まれれば、教育費や学習環境に恵まれ、結果として高
い学歴を得やすく、仕事でも高い所得が得られる。貧しい家庭に生ま
れるとその逆のことが起こり、格差が格差を生んでいく。このような社
会問題を抱える開発途上国を、誰もが平等に機会を与えられる社会
に近づけていくための支援の方法を、経済学の視点から考えるのが
開発経済学です。途上国支援はいまや先進諸国の最重要課題の一つ
で、様々な学問分野からのアプローチが行われていますが、経済学に
おいても、最も脚光を浴びている分野の一つです。開発経済学にその
創成期から取り組んでこられた法政大学の絵所秀紀先生に、その成り
立ちから今日的な役割、また学部での学びの一コマをお聞きました。

海
外
研
修
で

ひ
と
回
り
大
き
く

私
の
ゼ
ミ
で
は
12
年
前
か
ら
、
２
年

生
と
３
年
生
が
主
に
夏
休
み
を
使
っ

て
東
ア
ジ
ア
の
海
外
研
修
に
出
か
け

て
い
ま
す
。
そ
の
目
玉
が
現
地
の
大

学
生
と
の
合
同
研
究
発
表
会
（
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
）
で
す
。
今
か

ら
12
年
前
の
台
湾
大
震
災
に
際
し
、

現
地
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
学

生
の
発
案
で
始
ま
っ
た
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
に
タ
イ
（
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
：

Thammasat University

）、韓
国（
慶

尚
大
学
校
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
大
学
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
（
コ
ロ
ン

ボ
大
学
：University of Colombo

）

を
訪
れ
て
い
ま
す
。
現
地
の
学
生
と

教
員
を
前
に
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
質
問
も
受
け
ま
す
。

慶
尚
大
学
を
訪
問
し
た
昨
年
度
の
場

合
の
学
生
の
報
告
テ
ー
マ
は
、『
半
導

体
産
業
の
日
韓
比
較
』、『
海
外
労
働
者

か
ら
の
送
金
が
国
内
経
済
に
与
え
る

影
響
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
』、『
韓
国

自
動
車
産
業
に
お
け
る
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
の
イ
ン
パ
ク
ト
』
の
３
つ
で
し
た
。

私
も
、
特
別
講
義
を
し
ま
す
。
ゼ
ミ
で

は
毎
年
４
月
の
開
始
早
々
か
ら
、
３

年
生
が
２
年
生
を
指
導
し
な
が
ら
全

員
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
（
英

文
で
の
論
文
作
成
と
発
表
用
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
作
成
）
を
ま
と
め
て
い
き

ま
す
。
入
学
以
前
に
、
英
語
の
専
門
論

文
を
読
む
、
あ
る
い
は
ま
た
英
語
で
論

文
を
書
く
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
そ
の
苦
労
は
相
当
の
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な

経
験
を
経
て
、
し
か
も
発
表
時
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
乗
り
越
え
る
と
学
生

は
ひ
と
回
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
駆
使
し
た
彼
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
す
ば
ら
し

い
も
の
で
、
英
語
と
専
門
の
両
方
に

自
信
を
深
め
ま
す
。
卒
業
論
文
で
も
、

参
考
文
献
の
半
分
近
く
が
英
語
の
論

文
や
資
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

る
学
問
で
、
こ
の
点
が
他
の
社
会
科

学
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
経
済
学
で
も
ミ
ク
ロ
経
済
学

で
も
、
テ
キ
ス
ト
で
学
ぶ
の
は
分
析

の
手
法
や
道
具
立
て
（
仮
説
）
で
す
。

そ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
の
生
き
て
い
る
現
実
の
経
済

そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

現
実
の
経
済
を
分
析
す
る
た
め
の
仮

説
の
集
ま
り
で
す
。
現
在
で
は
開
発

経
済
学
も
経
済
学
の
応
用
分
野
で
す

の
で
、
も
ち
ろ
ん
い
き
な
り
現
場
へ

出
て
行
く
よ
う
な
や
り
方
も
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ま
ず
は
前

提
と
な
る
道
具
立
て
を
よ
く
理
解
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
が
地
域
研
究
ア
プ
ロ
ー

チ
と
は
異
な
る
点
で
、
最
初
は
と
っ

つ
き
に
く
い
と
感
じ
る
学
生
も
い
る

よ
う
で
す
。

ま
た
経
済
学
は
、
入
門
、
初
級
、

中
級
と
い
っ
た
よ
う
に
段
階
を
積
み

上
げ
て
い
く
学
問
で
す
か
ら
、
最
初

開
発
経
済
学
の

新
し
い
地
平

開
発
経
済
学
は
き
わ
め
て
実
践
的

な
学
問
で
、
様
々
な
調
査
を
基
に
、
政

策
実
験
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
途
上
国

の
人
々
に
と
っ
て
最
適
な
開
発
援
助

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん

な
開
発
経
済
学
に
、
こ
れ
ま
で
で
最

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
一
人
が
、

ア
ジ
ア
人
で
初
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学

賞
を
受
賞
し
た
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ

ン
博
士
（Amartya Sen　
1
9
3
3

～
）
で
す
。
受
賞
の
直
接
の
対
象
に

な
っ
た
の
は
、
30
代
に
著
し
た
『
集
合

的
選
択
と
社
会
的
厚
生
』
で
す
。
彼
は

こ
の
中
で
、
社
会
選
択
論
の
生
み
の

親
と
い
わ
れ
る
ケ
ネ
ス
・
ジ
ョ
セ
フ
・

ア
ロ
ー
博
士
（Kenneth Joseph 

Arrow

　

1
9
2
1
～
）
の
、
民
主

主
義
の
下
で
は
経
済
政
策
に
お
い
て
最

適
な
解
は
な
い
と
す
る
「
ア
ロ
ー
の
不

可
能
性
定
理
」
を
批
判
し
、
男
性
と
女

性
、
富
め
る
人
と
貧
し
い
人
と
い
っ
た

よ
う
な
社
会
を
構
成
す
る
人
々
の
属
性

を
考
え
る
と
、
部
分
的
な
優
先
順
位

（
パ
ー
シ
ャ
ル
・
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
）
に

基
づ
い
て
最
適
な
経
済
政
策
を
取
る
こ

と
が
可
能
だ
と
し
ま
し
た
。
こ
の
考
え

は
ポ
ー
ル
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
（Paul 

A. Samuelson　
1
9
1
5
～
２
０

０
９
）
以
来
の
選
好
に
基
づ
く
社
会
的

厚
生
関
数
ア
プ
ロ
ー
チ
の
弱
点
を
も
打

ち
破
る
も
の
で
し
た
。

彼
は
他
に
も
、
途
上
国
に
ど
の
よ

う
な
技
術
が
必
要
か
を
解
い
た
『
技

術
の
選
択
』
や
、飢
饉
に
際
し
て
、人
々

は
食
糧
不
足
で
死
に
至
る
の
で
は
な

く
、
食
糧
が
買
え
な
い
こ
と
で
（
購
買

力
が
原
因
で
）
死
に
至
る
こ
と
を
示
し

た
『
貧
困
と
飢
饉
』
な
ど
で
、
開
発

経
済
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
経
済
開
発
の
基
本
は
、

途
上
国
の
人
々
の
選
択
の
幅
を
広
げ

る
こ
と
だ
と
し
て
、《
自
由
と
し
て
の

開
発
》、《
剥
奪
と
し
て
の
貧
困
》
と

い
う
概
念
を
提
唱
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
全
世
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
後
の
貧
困
研
究
を

リ
ー
ド
し
、
今
日
の
開
発
経
済
学
の

基
本
と
な
る
思
想
を
確
立
し
ま
し
た
。

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

す
で
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
は
、
外
国
語
と
く
に
英
語

が
大
切
で
す
。
今
で
は
英
語
は
「
業
界

用
語
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
企
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
活
動
が
も
た
ら
し
た
文

化
の
一
つ
で
す
。
い
く
ら
や
っ
て
も
損

に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
体
力
を

し
っ
か
り
と
鍛
え
て
お
く
の
も
若
い
う

ち
で
す
。
途
上
国
へ
行
く
行
か
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
物
事
に
積
極
的
に
取
り

組
む
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。数

学
は
し
っ
か
り
学
ん
で
お
く
の
に

越
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
済

学
で
は
、
高
校
で
習
う
数
学
を
す
べ
て

使
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

統
計
学
や
計
量
経
済
学
も
必
要
で
し
ょ

う
。
少
な
く
と
も
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
け
は

持
た
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
現
在
で
は
、
使
い
勝
手
の
よ
い

統
計
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
沢
山
出
回
っ
て

い
ま
す
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に
生

ま
れ
た
高
校
生
に
と
っ
て
は
ゲ
ー
ム
感

覚
で
楽
し
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
は
世
界
で
も
珍
し
い
く
ら
い
、

何
事
に
も
き
め
細
か
さ
を
大
切
に
す
る

と
て
も
す
ば
ら
し
い
国
で
す
。
し
か
し

世
界
を
見
渡
す
限
り
、
多
く
の
国
は

も
っ
と
も
っ
と
大
ら
か
で
、
良
い
意
味

で
も
悪
い
意
味
で
も
大
雑
把
で
す
。
ま

た
世
の
中
に
は
、
予
想
外
の
こ
と
、
自

分
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
緻
密

さ
に
加
え
て
、
異
な
っ
た
文
化
や
社
会

を
理
解
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
寛
容
性

と
大
筋
を
見
る
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
す
ぐ
に
は
明
確
な
答
え
の
出

な
い
事
態
に
備
え
て
、
高
校
生
の
う

ち
か
ら
物
事
に
対
す
る
柔
軟
な
姿
勢
を

養
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

開
発
経
済
学
の
発
展

途
上
国
の
開
発
に
つ
い
て
研
究
す

る
開
発
経
済
学
、
ま
た
開
発
学
・
開

発
研
究
は
、
今
や
米
英
を
中
心
に
、

先
進
諸
国
の
大
学
生
に
人
気
の
学
問

分
野
で
す
。
開
発
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
や
方
法
は
、
経
済
学
だ
け
で
な
く
、

歴
史
学
、
言
語
学
、
政
治
学
、
公
共

政
策
学
、
人
類
学
な
ど
を
総
合
的
に

駆
使
し
た
地
域
研
究
・
開
発
研
究
も

盛
ん
で
す
。

「
開
発
経
済
学
」
は
、
私
が
取
り
組

み
を
始
め
た
１
９
７
０
年
前
後
、
我
が

国
で
は
そ
の
学
問
の
導
入
期
に
あ
た

り
ま
す
が
、「
後
進
国
開
発
論
」
あ
る

い
は
「
後
進
国
経
済
論
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
て
、
先
進
諸
国
で
発
達
し

た
市
場
経
済
を
対
象
と
し
た
《
経
済

学
》
の
分
析
の
枠
組
み
が
あ
て
は
ま

ら
な
い
、
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

経
済
学
は
市
場
経
済
が
発
達
し
た
先

進
国
で
発
達
し
た
も
の
で
、
途
上
国

に
は
適
用
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
た
の
で
す
。
先
進
工
業
国
と
は
異

質
な
発
展
途
上
国
に
適
用
で
き
る
経

済
学
こ
そ
、「
開
発
経
済
学
」
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

1
9
7
0
年
代
に
入
る
と
、
途
上
国

で
も
市
場
は
機
能
し
、
質
的
に
も
先
進

国
と
変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
開
発
経
済
学
の

研
究
領
域
も
従
来
の
マ
ク
ロ
経
済
学
※

１
を
応
用
し
た
分
野
だ
け
で
な
く
、
ミ

ク
ロ
経
済
学
や
計
量
経
済
学
※
２
を
応

用
し
た
研
究
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

発
展
途
上
国
の
経
済
が
先
進
工
業
国

の
経
済
と
は
異
質
で
あ
る
と
い
う
考

え
が
後
退
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

開
発
経
済
学
は
経
済
学
の
応
用
分
野

へ
と
変
貌
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、

ミ
ク
ロ
経
済
学
に
一
つ
の
革
命
が
起

こ
り
ま
し
た
。
情
報
の
非
対
称
性
を

重
視
す
る
経
済
学
の
台
頭
で
す
。
そ

し
て
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
主
流
と
な
っ
た
現
在
、
対
象
と
な

る
国
の
数
も
多
く
、
ま
た
対
象
と
な

開発経済学を学ぶ
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る
若
者
に
は
希
望
が
も
て

ま
せ
ん
。
ま
れ
に
一
流
大
学

へ
進
学
す
る
子
や
、
日
本

語
、
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
３
カ
国
語
を
身
に
つ
け

る
子
も
で
て
き
ま
す
が
、
優

秀
な
若
者
で
あ
っ
て
も
正

社
員
と
し
て
就
職
す
る
に

は
ま
だ
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
よ
う
で
す
。
こ
こ
１
、

２
年
で
外
国
人
採
用
を
増

や
す
企
業
も
増
え
、
今
後
さ

ら
に
改
善
さ
れ
て
い
く
可

能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
、
日
系
人
や
在
日
の

外
国
人
を
正
社
員
と
し
て

雇
う
文
化
は
日
本
社
会
に

は
な
い
の
で
す
。

る
な
ど
、
多
く
の
社
会
問
題

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
そ
ん
な
ミ
ー
ド
を
研

究
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
理

論
を
応
用
し
て
「
日
本
の
中

の
民
族
問
題
」、
明
治
以
降

の
近
代
化
の
過
程
で
、
日
本

社
会
に
特
有
の
民
族
的
閉
鎖

性
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま

れ
て
き
た
の
か
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
近
年

気
に
な
る
の
は
、
外
国
へ
出

る
こ
と
を
夢
見
る
若
者
が
減

る
な
ど
、
日
本
社
会
の
閉
鎖

性
が
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
点
で
す
。

　

い
ま
、
世
界
で
は
も
の
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
在
日
韓
国
朝
鮮

人
に
加
え
て
、
外
国
人
労
働

者
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
籍

の
人
々
は
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
社
会
を
迎

え
て
、
移
民
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
真
剣
な
議
論
が
始
ま

る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

待
っ
た
な
し
で
す
。
そ
ん
な

中
で
こ
の
よ
う
な
有
様
で

は
、
日
本
は
こ
の
ま
ま
世
界

か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
に
日
本
は
島
国
で
、

単
一
民
族
に
よ
る
国
だ
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
現
在
の

“
日
本
人
”
と
い
う
く
く
り

が
で
き
る
ま
で
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
人
種
が
混
じ
り
合
っ
て

い
ま
す
し
、
そ
の
く
く
り
方
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違いを超えた相互理解を
日系 ブ ラジ ル 人 からみ る日本 の 国 際 化 問 題

リ
ー
マ
ン・シ
ョッ
ク
後
の

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人

　

1
9
9
0
年
か
ら
日
本

に
〝
デ
カ
セ
ギ
〟
に
く
る

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
急
増

し
、
30
万
人
を
超
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
、
10
万
人
近
い

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
職
や

住
ま
い
を
な
く
し
、
故
郷
ブ

ラ
ジ
ル
へ
戻
り
ま
し
た
。
帰

国
後
の
彼
ら
の
状
況
、
特

に
両
親
と
と
も
に
来
日
し

て
い
た
子
ど
も
達
が
ど
う

し
て
い
る
か
を
知
り
た
く

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
街

や
地
方
へ
赴
き
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
来
て
い
た
日
系

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
ど
も
の

中
に
は
、
両
親
が
仕
事
で
忙

し
い
た
め
母
国
語
（
ブ
ラ
ジ

ル
の
公
用
語
で
あ
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
）
で
の
会
話
が
少

な
く
、
日
本
語
も
学
校
で
の

授
業
で
は
し
っ
か
り
と
は

身
に
つ
か
な
い
た
め
、
ど
ち

ら
の
言
語
も
十
分
に
育
た

な
い
ま
ま
の
子
ど
も
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

日
本
の
学
校
に
馴
染
め
な

く
て
途
中
で
通
学
を
や
め

て
し
ま
い
、
基
礎
学
力
に
不

安
を
抱
え
た
子
ど
も
も
い

　
内
な
る
国
際
化
の

で
き
て
い
な
い
国
、日
本

　

私
が
研
究
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
の
G・H・ミ
ー
ド（
1
8
6
3

～
1
9
3
1
）
※
２
は
、
性
別

や
民
族
性
、
障
が
い
の
有
無

と
い
っ
た
壁
を
乗
り
越
え

て
、
互
い
に
う
ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め

の
理
論
を
考
え
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ー
ド
の

活
躍
し
て
い
た
時
代
の
ア
メ

リ
カ
は
、
工
業
化
に
伴
っ
て

多
く
の
移
民
が
流
入
し
、
移

民
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、
低

賃
金
で
重
労
働
を
課
さ
れ
た

移
民
た
ち
の
不
満
が
爆
発
す

も
時
代
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
い
ま
さ
ら“
日
本
人
”

以
外
を
排
除
し
よ
う
と
い
う

の
も
お
か
し
な
話
で
す
。
国

内
の
国
際
化
す
ら
で
き
て
い

な
い
日
本
の
現
状
は
、
き
わ

め
て
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

現
代
社
会
学
科
で

何
を
学
ぶ
？
将
来
は
？

　

現
代
社
会
学
科
は
、
現
代

社
会
を
読
み
解
く
理
論
や
枠

組
み
を
勉
強
す
る
学
科
で

す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

重
点
を
置
く
公
共
政
策
学
科

と
比
較
す
る
と
、
ま
ず
理
論

を
き
ち
ん
と
学
ん
で
基
礎
力

を
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
社
会
学

と
い
う
の
は
哲
学
に
も
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
理
論

を
し
っ
か
り
と
固
め
た
上

で
、
現
実
の
社
会
に
つ
い
て

考
え
る
学
問
で
す
。
最
近
の

学
生
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽

く
、
仲
間
と
と
も
に
社
会
の

中
で
活
動
を
す
る
の
は
得

意
で
す
が
、
欲
を
言
え
ば
、

理
論
に
基
づ
い
た
分
析
に

つ
い
て
も
、
も
う
少
し
興
味

を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
佛
教
大
学
に
は
全

国
で
も
珍
し
い
ぐ
ら
い
、
社

会
学
の
専
門
家
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
理
論
を
専
門
と
す

る
教
員
も
多
く
、
古
典
を
原

著
で
読
み
た
い
と
い
う
学
生

が
少
し
で
も
い
れ
ば
、
た
と

え
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
く
て

も
勉
強
会
を
開
い
て
い
る
教

員
も
い
ま
す
。
実
践
的
な
学

び
も
充
実
し
て
い
て
、
公
共

政
策
学
科
と
合
同
の
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
演
習
」
※
３
で
は
、

教
員
と
と
も
に
フ
ィ
ー
ル
ド

へ
出
て
、
時
に
は
合
宿
形
式

で
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
企

画
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
で
は
学
生
の
興
味
に

応
じ
た
研
究
が
で
き
る
の
も

大
き
な
特
徴
で
す
。
幅
広
い

学
び
が
で
き
る
と
と
も
に
、

将
来
の
可
能
性
も
各
方
面
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
大
学
全

体
の
特
徴
と
し
て
教
師
を
目

指
す
学
生
も
多
い
で
す
が
、

な
か
に
は
中
学
高
校
の
教
員

免
許
だ
け
で
な
く
、
通
信
教

育
を
併
修
し
て
、
小
学
校
の

教
員
免
許
を
取
得
す
る
学
生

も
い
ま
す
。
修
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
単
位
数
は
増
え

ま
す
が
、
採
用
率
は
ぐ
っ
と

上
が
り
ま
す
。

　

本
学
科
で
学
べ
ば
、
卒
業

後
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
へ
進
ん

で
も
、
深
い
問
題
意
識
を

持
っ
て
、
行
動
で
き
る
人
に

な
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

※
２　

ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
哲
学
者

ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
同
僚
で
、シ
カ
ゴ

学
派
の
源
流
を
つ
く
っ
た
哲
学
者
。

※
３　

学
生
が
主
体
的
に
テ
ー
マ
を
決

め
て
計
画
実
行
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の

授
業
。こ
れ
ま
で「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ

オ
放
送
の
実
践
」「
ス
ポ
ー
ツ
を
つ
う
じ

た
“
ま
ち
づ
く
り
”」「
統
治
の
社
会
学
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
取
組
が
さ

れ
て
い
る
。

エリート を 目 指 さ な い 幸 せ
ブラジルの社会は学歴社会で、同じ仕事でも

「大卒」という肩書きがつくだけで給料が２倍に
はね上がることもあります。ただし「新卒」といっ
た考えはなく、いつでも挽回のきく社会ですから、
働きながら夜間部へ通って、大卒資格を取る人
がたくさんいます。超高級住宅地に隣接してファ
ベーラ（貧民窟）があるような格差社会です。

こうした社会構造ですから、帰国した日系ブラ
ジル人の若者に大卒資格を取るように薦めたこと
があります。しかし「十分幸せだから、このまま
でいい」と言います。たしかに今のブラジルでは、
そこそこの仕事があれば、農村の広い土地と家
屋で家族揃って生活することができます。必死に
勉強して、都会のエリートを目指して働くのと、そ
こそこの生活だけど贅沢せずに楽しく暮らすのとど
ちらが幸せなのかと考えると、自分の薦めたこと
は日本人教員のおせっかいではなかったかと反省
させられました。

佛教大学社会学部現代社会学科

ま
す
。
し
か
し
日
本
で
は
外

国
人
は
義
務
教
育
の
対
象

で
は
な
い
た
め
、
学
校
と
し

て
も
対
処
が
で
き
な
い
の

で
す
。
当
然
、
十
分
な
教
育

を
受
け
な
い
ま
ま
育
っ
た

若
者
の
就
労
は
日
本
で
も

ブ
ラ
ジ
ル
で
も
厳
し
い
の

が
現
状
で
す
。
し
か
し
昨
年

頃
か
ら
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け

て
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
始

ま
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

経
済
全
体
も
右
肩
上
が
り

で
、
日
本
か
ら
帰
国
し
た
若

者
の
失
業
率
は
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
帰
国
し
た
若
者
が

日
本
に
い
た
時
と
同
様
に

“
外
国
人
扱
い
”
を
受
け
る

の
で
は
な
い
か
と
の
当
初

の
心
配
も
、
杞
憂
に
終
わ
り

ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
多

民
族
国
家
の
利
点
を
生
か

し
、
外
か
ら
来
る
人
々
に
対

し
て
も
オ
ー
プ
ン
だ
か
ら

で
す
。
今
の
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
、
少
し
ば
か
り
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
が
で
き
な
く
て
も
、
何

か
の
き
っ
か
け
で
仕
事
が

見
つ
か
れ
ば
、
問
題
な
く
生

活
が
で
き
る
の
で
す
。
実
力

さ
え
身
に
つ
け
れ
ば
、
民
族

の
違
い
を
超
え
て
、
い
ろ
ん

な
道
が
開
け
て
き
ま
す
。

　

逆
に
、
日
本
に
残
っ
て
い

高校生へのメッセージ

現代社会学科は、現代社会
が抱える問題すべてが対象です
から、やろうと思えばどんなテーマ
でも勉強することができます。一
方で、この自由さのためにテーマ
が決められない場合もあります。
大学へ入るまでにテーマを絞るの
は難しいかもしれませんが、一つ
でも二つでも関心のあるものを見
つけるようにしてください。
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連載「効き目アリ！」はお休みさせていただきました。

太
陽
活
動

　

３
月
中
旬
以
降
ほ
ぼ

１
ヶ
月
、
M
ク
ラ
ス
以
上

の
フ
レ
ア
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本

時
間
4
月
17
日
2
時
45

分
頃
に
太
陽
北
半
球
東
端

で
M
1
・
7
中
規
模
フ
レ

ア
が
発
生
し
ま
し
た
（
図

1
）。こ
の
フ
レ
ア
に
伴
っ

て
、
太
陽
コ
ロ
ナ
ガ
ス
の

噴
出
現
象
と
し
て
知
ら

れ
る
、
太
陽
コ
ロ
ナ
質
量

放
出
（C

oronal M
ass 

Ejection
: CM

E

）が
太
陽

の
北
東
側
へ
向
か
っ
て
発

生
し
ま
し
た
。こ
れ
は
太

陽
東
側
側
面
を
観
測
し
て

い
る
S
T
E
R
E
O-

B
衛

最
近
の

宇
宙
天
気

３月中旬にXクラス・フレアを
発生させた活動領域は太陽の
裏側に回りこんだ後、裏側で
衰退したため、４月の太陽活
動は比較的静穏な状態を維持
しました。

情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）
電磁波計測研究所
宇宙環境インフォマティクス研究室
研究員
齊藤　慎司先生

P r o f i l e
1977年青森県生まれ。県立弘
前工業高校出身。富山大学大学
院理工学研究科修了（工学）。日
本学術振興会特別研究員、アメリ
カ・ロスアラモス国立研究所およ
び名古屋大学太陽地球環境研
究所で研究員を務めた後、2011
年度より現職。プラズマ粒子運動
論を基盤とした宇宙天気研究に
従事。

図４：南極昭和基地の全天カメラにより撮影
されたオーロラ。 

図３：ACE衛星によって観測された太陽風速
度の1分ごとの値。緑の点線位置が衝撃波の
到来を表している。

図２：STEREO-B衛星によって撮像されたM1.7フレア（図１と同じフレアを太陽の東側
から観測）。短時間で活動領域が明るくなっているのがわかる。雲のように吹き出されてい
るのがプラズマの噴出。

星
で
も
撮
像
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
2
）。こ
の
Ｃ
Ｍ
Ｅ

は
太
陽
の
北
東
方
向
へ
の

放
出
だ
っ
た
た
め
、
地
球

へ
の
影
響
は
観
測
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

太
陽
風

　

4
月
20
日
に
発
生
し
た

C
M
E
が
原
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
プ
ラ
ズ
マ
※
1

衝
撃
波
が
、
太
陽
風
中
を

伝
わ
り
日
本
時
間
４
月
23

日
の
正
午
近
く
に
地
球
へ

到
達
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ズ
マ
衝
撃
波
は
プ

ラ
ズ
マ
速
度
や
密
度
の
急

激
な
変
化
を
も
た
ら
し
、

そ
の
中
で
は
プ
ラ
ズ
マ
の

加
熱
や
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子
の
生
成
な
ど
が
起

き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
に
関
し
た
研

究
は
現
在
で
も
プ
ラ
ズ
マ

物
理
分
野
に
お
い
て
第
一

線
研
究
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
衝
撃
波
は
C
M
E

に
よ
る
爆
風
に
よ
っ
て
発

生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
図
３
は
A
C
E
と
い

う
地
球
近
傍
に
い
る
観

測
衛
星
に
よ
っ
て
観
測
さ

れ
た
太
陽
風
プ
ラ
ズ
マ
衝

撃
波
を
表
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ズ
マ
速
度
が
不
連
続

な
変
化
と
し
て
見
え
る
の

が
、
プ
ラ
ズ
マ
衝
撃
波
の

到
来
を
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
衝
撃
波
は
比
較
的

弱
い
も
の
で
、
地
磁
気
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、今
後
太
陽
活

動
が
活
発
に
な
り
（
数
年

以
内
に
活
動
期
の
ピ
ー
ク

に
入
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
）、大
規
模
な
C
M
E

や
衝
撃
波
が
地
球
に
到

来
す
る
と
、
衝
撃
波
な
ど

で
加
速
さ
れ
た
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
プ
ラ
ズ
マ
粒
子

図１：NASA SDO(Solar Dynamics 
Observatory)観測によって撮像された
M1.7フレア。大きな半円構造はフレア
によって加熱されたプラズマがアーケー
ド構造の磁力線束に巻き付いている
ためだと考えられる。

　このarcsin を使うと、sin δ2 =  rL は、δ
2 = arcsin  rL と書くこ

とができます。両辺を2倍すると、 δ = 2 arcsin rL です。これ
が、角直径を求める式です。実際には、計算は難しいので、数
学の教科書の最後に掲載されている三角関数の表や、表計
算ソフトのExcel などを使って求めることになります。
　実際に太陽の角直径を計算してみましょう。地球から太陽
までの距離は平均すると149,597,870kmだと言われています。
また、太陽の半径は、696,000kmであると言われています。L 
= 149,597,870km、r = 696,000km を代入して、 θを求める
と、角直径は約0.0093となります。なお、Excel では、arcsin 
を求める関数にASIN という関数がありますので、=2*ASIN

（696000/149597870） と入力すると求めることができます。
出てきた値は π（= 3.14159） ラジアンを180度とする弧度法
で表されていますので、約0.0093ラジアンを度に直す必要が
あります。実際には、180

π  をかければよく、約0.5 度となります。
　同様にして、月の場合で考えてみましょう。L = 384,400km、
r = 1,737km として計算してみると、角直径は約0.0090 ラジア
ンとなります。このように、太陽の角直径と月の角直径は非常
に近いため、うまいぐあいに太陽を月が覆い隠す金環日食や
皆既日食という神秘的な天体現象を私たちにみせてくれるの
です。
　この方法を使えば、太陽から火星までの距離を調べて、火
星からみる太陽の見かけの大きさが計算できます。ぜひ挑戦
してみてください。

御園　真史
島根大学教育学部数理基礎教育講座講師、博士（学術）

第29回
どうして
　　 を学ぶの ?数学

研究室公式ホームページ　http://misono-lab.info/
ツイッター ID　miso_net

　みなさん、こんにちは。2012年5月21日に大阪や東京などで
金環日食を見ることができました。金環日食が見えない地域で
も、日本全国で部分日食を見ることができました。みなさんも観
測しましたか。これだけ広い範囲で金環日食が見られたのは
平安時代以来とも言われています。
　さて、太陽を月が隠すという日食が起こる原理は、みなさんも
よくご存知だと思います。今回は三角関数のsin（サイン）を発
展させたアークサインという考え方を使って、なぜ、太陽を月が
すっぽり覆い隠すのかを考えてみたいと思います。

■星のみかけの大きさは角度で測る

　みなさんから見る太陽や月の大きさはどれぐらいでしょうか。
もちろん太陽を直接目で見てはいけませんよ。太陽の大きさを
測るにはどうしたら良いでしょうか。ものさしで測ろうとしても、も
のさしを自分からどれぐらいの距離を離すかによって、ものさし
自体の大きさも変わってしまいます。つまり、同じ1cmでも、自分
からどれだけ離れているかによって、見た目の大きさが変わっ
てしまいます。そこで、図1 のように考えてみます。

　地球から見ている星までの距離を L とし、その星の実際の
半径を r とします。そのときの、図1中の角 δ を角直径といいま
す。星のみかけの大きさは角直径で考えます。
　高校の数学 I で「三角比」を学習します。sin の定義を思
い出してみてください。図2 のような直角三角形では、sin θ 

=  ac と書けます。 

　したがって、角直径 δ を求めるということは、図1 の太線の
直角三角形を考えて、sin δ2 = rL を満たす δ を求めるという
ことになります。

■アークサイン！？

　y = sin x を x = …の形に書き直したものを x = arcsin y 
と表します。arcsin は「アークサイン」と読みます。
　ちなみに y = sin x と y = arcsin x は互いに「逆関数」と
呼ばれる関係になり（厳密には、もっと考えなくてはいけないこ
とがありますが、ここではざっくりとらえてください）、これらのグラ
フは y = x に関して対称になります（図3）。ちなみに、高校の
数学で互いに逆関数になっている典型的な例が y = ax と y 
= loga x です。

太陽と月の見かけの大きさ

が
、
地
球
を
周
回
し
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
観
測
衛
星

に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
1　

荷
電
粒
子
の
集
ま
り
。物
質
の

三
態
に
加
え
、
第
四
の
状
態
と
も
言
わ

れ
る
。

オ
ー
ロ
ラ

　

日
本
時
間
5
月
3
日
午

前
、
南
極
昭
和
基
地
に
お

い
て
大
規
模
な
オ
ー
ロ
ラ

が
観
測
さ
れ
ま
し
た
（
図

４
）。オ
ー
ロ
ラ
は
、
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
プ
ラ
ズ
マ
粒

子
が
宇
宙
空
間
か
ら
電
離

圏
（
宇
宙
空
間
と
地
球
大

気
を
隔
て
る
領
域
）
へ
降

り
て
き
て
、
大
気
と
衝
突

す
る
こ
と
が
原
因
で
発
光

し
ま
す
。通
常
、北
極
や
南

極
の
よ
う
な
高
緯
度
付
近

で
オ
ー
ロ
ラ
は
観
測
さ
れ

ま
す
が
、
大
規
模
な
太
陽

フ
レ
ア
に
伴
う
C
M
E
に

よ
り
大
き
な
地
磁
気
嵐

が
発
生
す
る
と
、
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
プ
ラ
ズ
マ
粒
子

が
比
較
的
低
緯
度
で
も

降
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。比
較
的
低
緯
度
に

位
置
す
る
北
海
道
で
も
時

折
、
赤
い
オ
ー
ロ
ラ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
離
圏

　

ス
ポ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
E
層

※
2

の
発
生
が
徐
々
に
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。特
に

沖
縄
で
は
４
月
の
発
生

回
数
が
８
回
だ
っ
た
の
に

対
し
、
５
月
１
日
か
ら
６

日
に
か
け
て
す
で
に
11
回

発
生
し
て
い
ま
す
。ス
ポ

ラ
デ
ィ
ッ
ク
E
層
の
発
生

は
、
夏
に
向
け
て
発
生
頻

度
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
、
電
波
の
反
射
状
況
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
で
混
信

障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
2　

高
度
1
0
0 
k
m
付
近
に
突
発

的
に
現
れ
る
電
子
密
度
の
高
い
層

より詳細な宇宙天気概況は、（独）情報通信研究
機構が提供する週刊宇宙天気ニュース（http://
www.seg.nict.go.jp/wsw/）をご覧ください。


